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　　　5　年

　繭雲明美さん

（繭之前・いんきょ屋〉

　ギターをi雛iかぐ丁舞婁にほヒ）濠し

たq体のねじれや顔の褒鵬を’喪現

するのに苦労しまし。たり

璽圏圃團r
ギターをひく購辺先：生

　　　　　　春場所大一番

顔の表傭と筋肉副）動きをうまくほるのに工夫

しましたひ思ったよりう象くいったのでよかっ

　　6　年
鎖宮哲也くん

（上之幽・霞巻屋〉

　　　　　　松之山（隠、罵）　7・2・26　1

も
※2月三繕から28顯までの窟出分です。

※広報に載せてほしくない方は、雇1出のとき

　に窓口にお話ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ノ

／跨劉9

還☆鰹珍

拶
　　　φ督

▼
2
丹
の
で
き
ご
と

1
瀦
　
議
会
総
務
斑
生
婁
愚
会

　
　
　
（
2
欝
ま
で
｝

4
黛
　
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
会
闘
会

　
　
式
ハ
5
黛
は
競
技
会
）

沁
照
　
遺
族
、
以
役
興
会

U
資
　
越
後
松
之
山
豪
蟹
塾

　
　
　
（
鴛
鷺
ま
で
　
浦
田
地
区
）

欝
顯
　
納
税
樽
談
は
じ
ま
る

　
　
消
防
國
幹
部
会
議

2423漢、7
照　黛　黛

温漿建体i臼　f
墜一 1潟泉センター葎の湯

3月 卸。ll全休

4月 6　。璽3
20　・27 15

駄
6・1’1

毒め惣薦鰯齢
　　　　　　　　　　　　　　（焦無月鋤
謙ちゃん　　金子　均・律子さんσ）二男

　　　　　　繭之潮（渋海荘〉　7・雲・2
将之ちゃん　南雲克美・美恵子さん¢）長男

　　　　　　酋之麟（もんにん）7。2・2

毒《瀞欲蹴》　　　（死亡無醐
ノ墨・疑」モトさん　　93歳

　　　　　　新　由（小、鶴屡）　7・2・5
樋口利政さん　　綴歳
　　　　　　松之出（大　下〉　7・2・董0
志賀フサさん　　87歳

　　　　　薫　桶（大　蔚）　7・2・捻
南雲ヨキさん　　87歳

　　　　　鱗之髄（あきんど）7・2・23
村山ハルさん　　95歳

2625
澱　田

選
挙
管
理
婁
轟
会

農
業
婁
蝿
会
総
会

民
蕪
婁
鍛
会

中
掌
校
　
醸
入
学
式

松
之
山
保
警
所
運
営
婁
翼
会

水
田
営
農
濡
姓
化
推
進
協
議
会

地
区
撫
珊
上
運
動
会

▼
3
月
紛
爲
～
4
月
7
β
の
予
定

24

旧
　
騎
内
小
学
校
卒
業
式

25

鷺
　
サ
ロ
モ
ン
・
N
S
T
カ
ッ
プ

　
　
G
S
L
大
会

26

漏
　
ス
キ
…
カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

　
　
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

29
欝
　
議
会
臨
時
金
（
予
定
）

5
顕
　
時
内
小
掌
校
入
学
式

6
鷺
　
中
学
校
入
掌
式
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1r町の動き㎜｝…　㎝一㎝㎜
き　お

1　！　　　　　　3鍔i繊｝量在
目
い総人口3，580メ、←一の
も　ミ

B　，麹，7護2人（・）

纏
ii　1．女1，838人←一4〉
旨
摂　覆1帯数王．算9欝（矧8〉

鑓
籍　　（）内は購鍔との焦較
員
．＿｝　　’脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
編
集
後
記
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
．
．
月
に
入
る
と
、
傭
”
か
ウ
キ
ゥ
キ
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

皿
し
た
．
臓
分
に
な
り
ま
す
Q
挙
、
れ
は
、
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い
ろ
い
ろ
な
と
、
｝
ろ
．
春
を
職
脚
じ
る
　

　
か
ら
で
す
．
私
が
こ
の
瞬
糊
、
森
藻
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

警
る
も
費
禁
脅
出
等
．
今
｝

．
朝
、
久
々
簑
各
あ
あ
窪
三

や
か
な
婆
を
発
ま
し
た
．
鵬
．
飛
ぷ
｝
、
、
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　

　
角
驚
鏡
の
異
私
々
碑
も
ち
、
と
、
．
て
も
　
㎜

・
ゼ
起
接
鳥
、
今
簸
、
近
墜

・
紅
な
㌔
、
纂
で
し
た
．
で
も
、
確
蜜
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
押
嚢
導
い
ザ
無
峯
い
る
．
偏
レ
）
、
律
．
㎜

■
感
じ
ま
し
た
。
▽
．
月
は
、
卒
叢
の
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

・
　
シ
ー
ズ
ン
、
巌
い
劉
れ
も
あ
り
ま
す
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

．
が
、
大
き
な
夢
に
向
か
っ
ぜ
知
羽
ば
た
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
㌢
・
衛
て
ほ
し
い
と
思
い
奪
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞

き
き
き
き
き
く
ヨ
ミ
キ
き
キ
き
じ
き
き
き
き
　
ミ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ん
織
必
ん
来
謡
数
ら
か
⇔
一

　
さ
み
が
さ
怨
の
の
か
と
す
㎜

　
物
綿
程
く
が
ん
人
れ
締
議
㎜

　
織
の
工
た
物
さ
職
こ
を
い
い

　
麟
反
鐙
　
む
反
獄
も
　
。
芸
思

　
由
王
、
た
の
山
で
す
工
と

　
の
。
は
し
反
“
罪
磐
、
統
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
き

紙
鳥
た
に
ま
ー
ね
鍵
う
骸
し

麟蕪難☆
獣と醐就糺た訟く猷…i薦
　の．ぺの拳を騒て1反の反物が怨、来　　　i　し毒

iてい紺ですね．蜘さんグ）訓建l

i綜ると・こ礎卿撒鹸糊i思
い輪ているそ鍵す・こ寵ゆさ目影
…も、す垂帆い鎌燃を鰍かil療
1飾ていって融媚い齢・員髄＿』

霊995年（平成7隼〉

翫230　4月10疑発行

広報

■
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平成7年度

993万円
　
　
　
　
つ

　
　
　
億

額
8
総
4

住みよい

　　町づくりに

　
三
月
町
定
例
議
会
が
三
月
穴
β
か
ら
九
段
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成
七
年
度
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
．
　
一
般
会
謙
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、
総
額
四
十
八
億

三
千
九
頁
九
十
三
万
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
．
　
㎜
般
会
計
予
算
の
総
額
は
三

十
二
億
一
千
二
頁
万
円
、
前
年
に
比
べ
る
と
二
予
四
菖
万
円
の
減
少
で
す
。

一
般
会
讃
の
当
初
予
算
が
前
年
度
を
下
回
っ
た
の
は
、
平
成
二
年
度
以
来
五
年

ぶ
り
で
す
．
特
別
会
計
で
は
、
本
格
的
な
管
渠
擶
設
工
事
が
始
ま
る
下
水
道
事

業
会
計
が
…
億
贈
千
二
薫
五
十
二
万
円
増
え
て
霞
億
八
千
厳
葺
二
十
五
万
円
の

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
、
新
し
い
隼
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
．
今
月
号
で

は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
と
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

全
体
の
五
、
五
％
以
上
を

地
方
交
付
税
が
古
め
る

　
平
成
七
年
膜
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
三
十
二
億
千
二
欝
万
円
で

す
。
歳
入
で
は
、
ト
ッ
プ
が
地
方
交

付
税
の
十
七
億
七
千
万
円
購
秘
全
体
の

五
五
・
一
％
を
右
め
て
い
ま
す
。
群

隼
度
と
比
べ
て
、
九
千
万
円
（
五
。

三
％
）
多
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。
続

一　懸灘灘灘灘雛

い
て
、
県
支
串
金
の
照
億
八
千
九
、
鎖

三
十
七
万
円
で
一
五
二
一
％
で
す
、

町
戻
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
い
た
だ
く

町
税
は
、
二
億
三
千
九
百
八
十
万
円

あ
ま
り
で
全
体
の
七
・
五
％
と
な
っ

て
い
豪
す
．
伸
び
率
で
は
六
・
七
％
、

金
額
に
し
て
千
五
奮
六
十
一
力
㎜
口
多
“
く

晃
込
ん
で
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
法
人

町
罠
税
と
闘
定
資
産
税
を
蔽
年
度
婁
　
‘

綴
か
ら
増
触
と
し
て
見
込
み
ま
し
た
。

子供たちの霧来に夢のある町づくりを

めざして

ト
ッ
プ
は
農
林
水
産
業

災
害
復
旧
は
大
魑
の
増

　
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
昨
年
度
と
同
じ

く
農
林
水
産
業
費
で
す
。
し
か
し
、

予
算
額
は
五
億
七
千
五
、
穏
十
囎
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
一

六
。
六
％
　
（
一
億
千
四
一
露
五
牽
二
力

円
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

爾
浦
照
地
区
の
営
農
飲
雑
駕
水
施
設

整
備
纂
業
の
う
ち
第
二
配
水
池
や
送

水
ポ
ン
プ
場
、
本
管
布
設
工
事
な
ど

の
憲
要
工
事
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
教
育
費
も
一
七
・
三
％
（
五

千
三
酉
十
一
万
円
）
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
鰯
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
、
松
之
山
中
学
校
大
規
模
改
造
事

業
も
昨
年
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
終
了
し
、

今
年
度
は
床
の
張
り
替
え
工
事
な
ど

の
一
部
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
逆
に
、
災
轡
復
照
費
は
萬
隼
度
と

比
べ
て
一
二
五
・
一
％
（
六
千
闘
酉

八
十
三
万
円
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
道
天
水
越
大
厳
寺
原
線

や
岡
じ
く
町
道
中
原
大
厳
寺
原
線
な

ど
の
災
審
復
暇
工
事
費
を
見
込
ん
だ

た
め
で
す
。

「華蔵7年度の会計別予算
＿

「
ー
ー
…
～
量
ー
…
ー
…
…
…
ー
…
…

32億1，200万円く△o．7％）

「搬会計
彙

i国民健康保険特別会計
1．事業勘定……2億9，902万円（△11．7％）

0．6％）・診療所勘定…3億2，191万円（

1．5％）

老人保健特別会計

　．……………一3億8，550万円（

簡易水道事業特甥会計

　　…一一…4億3，823万円（△58．2％）

下水道事業特別会計　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ー…脛億8β25珊（4L8㌧

消防費亀goo朋
議会費5，275万円

蛍働費・その偬
　　　像，32透万円

麟その他
｛億

s，499フ5円

（4．8％）

災霧
笈1臼嚢
窪億

1，667万円
（3。6％）

一般会計予算の内訳

鐵商工費
窪億

6，肇06万需

（5．o％）

艦　衛
　生
　費
2憾

ち20曾万円
（6．＄％〉

鱗教
育
費

2憾

5，4斜万円
（7．e％〉

蟹戴蓼

士
木
費

4億

2ゆ鴻万円
（13．壕％）

民
生
費

4臆

2，349万円
（肇3．2％〉

今

総
務
費

その麹

8，450万円
（2．7％）

く8．3％〉

繰入金
繰越金
その絶
｛億

ア，3”潟組

（5．4％）

く一鰍9鬼〉

磁
2，541万鶏
（酷3．3毘）

錘

公
償
費

4億

書，8笛万円

（44．6％）

纒朧

農
林
水
産
業
費

5億

7，514万円
（η．9％）

び及
　
鮒

料
料
輔

鶏
数
↑

硬
手

（）は構成比
く　〉は挿び率

8，05ア万円

（2．5％）

町

債
雀億

8，700万円
（5．8％）

〈一23，§％〉

支国
出庫
金
～癒

8，758万円
（s、3％）

蘇

購
税

2億

3，98摩乃需

（ア．5％）

〈6．7％〉

〔コは依存財源

幽は自主財源

4憶

呂，33茄題
く瓢．2％）

〈フ．2％〉

纏麺i璽亜璽顕
一　　　　　　　　　　　　　　　i
　l農林水産業費　　i

県
支
出
金

地
方
交
付
税

喋フ億みOoo万潤

　　　（S5．壕％）

　　　〈5．3％〉

地方交付税
　全麗の帯町村間の税収入等は、地域により格

差が生じることは避けられません。そこでおな

じ標準で行政ができる財源の不足を補うための

ものです。

　財源には、所得税・法入税・瀬税などを一定

の基準により國から交磐されます。

　町　税
　皆さんから直接あるいは、間接的に納めてい

ただく税金です。町税の中には斑民税（個人分

法人分）、團定資産税、町たばこ税、入湯税、

軽輿動車税などが倉まれます。

　町　債
　学校や道蹄などの建設のように一時に多額の

経費を必要とするときに團や金融機関から借り

る儲入金です。この返済金が歳出の公債費紅な

り豪す。

i
ー
…
…
…
…
も
ー
ー
…
…
ー
－
ー
i
ー
…
ー
ー
…
｛

　く＝：》く笑〉

　雪60，29網

公債費

・釜

「時民葉人鶴使われるお釜

隠鴇1、総．・

一1 衛生費59，爆08円

　　　　　L
　＋索嚢

　　　　　肇30，479需

総務費佃，565円

…
ー
ー
ー
ー
ー
…
－

　
円
　
　
　
　
　
　
R

費
脚
　
　
　
　
”

『
糊
轟
獅

し　44・888円
　　　　消　防　費

も

む量鐘i課三塑
封ヨ環荘人狐3，588人）

　
㎜

　
鶴

　
㎜
　
皿
　
｛
　
…
ー
ー

｛

審
　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
く

舞
，

鴻，850円

　　　　　（玉月

レ
　労働費・その飽

邸酬

1　3，6go角
し＿＿＿＿＿＿＿、＿一一一

3
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一
般
会
謙
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
、
総
額
四
十
八
億

三
千
九
頁
九
十
三
万
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
．
　
㎜
般
会
計
予
算
の
総
額
は
三

十
二
億
一
千
二
頁
万
円
、
前
年
に
比
べ
る
と
二
予
四
菖
万
円
の
減
少
で
す
。

一
般
会
讃
の
当
初
予
算
が
前
年
度
を
下
回
っ
た
の
は
、
平
成
二
年
度
以
来
五
年

ぶ
り
で
す
．
特
別
会
計
で
は
、
本
格
的
な
管
渠
擶
設
工
事
が
始
ま
る
下
水
道
事

業
会
計
が
…
億
贈
千
二
薫
五
十
二
万
円
増
え
て
霞
億
八
千
厳
葺
二
十
五
万
円
の

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
、
新
し
い
隼
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
．
今
月
号
で

は
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
と
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

全
体
の
五
、
五
％
以
上
を

地
方
交
付
税
が
古
め
る

　
平
成
七
年
膜
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
三
十
二
億
千
二
欝
万
円
で

す
。
歳
入
で
は
、
ト
ッ
プ
が
地
方
交

付
税
の
十
七
億
七
千
万
円
購
秘
全
体
の

五
五
・
一
％
を
右
め
て
い
ま
す
。
群

隼
度
と
比
べ
て
、
九
千
万
円
（
五
。

三
％
）
多
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。
続

一　懸灘灘灘灘雛

い
て
、
県
支
串
金
の
照
億
八
千
九
、
鎖

三
十
七
万
円
で
一
五
二
一
％
で
す
、

町
戻
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
い
た
だ
く

町
税
は
、
二
億
三
千
九
百
八
十
万
円

あ
ま
り
で
全
体
の
七
・
五
％
と
な
っ

て
い
豪
す
．
伸
び
率
で
は
六
・
七
％
、

金
額
に
し
て
千
五
奮
六
十
一
力
㎜
口
多
“
く

晃
込
ん
で
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
法
人

町
罠
税
と
闘
定
資
産
税
を
蔽
年
度
婁
　
‘

綴
か
ら
増
触
と
し
て
見
込
み
ま
し
た
。

子供たちの霧来に夢のある町づくりを

めざして

ト
ッ
プ
は
農
林
水
産
業

災
害
復
旧
は
大
魑
の
増

　
歳
出
の
ト
ッ
プ
は
昨
年
度
と
同
じ

く
農
林
水
産
業
費
で
す
。
し
か
し
、

予
算
額
は
五
億
七
千
五
、
穏
十
囎
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て
一

六
。
六
％
　
（
一
億
千
四
一
露
五
牽
二
力

円
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

爾
浦
照
地
区
の
営
農
飲
雑
駕
水
施
設

整
備
纂
業
の
う
ち
第
二
配
水
池
や
送

水
ポ
ン
プ
場
、
本
管
布
設
工
事
な
ど

の
憲
要
工
事
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
教
育
費
も
一
七
・
三
％
（
五

千
三
酉
十
一
万
円
）
減
少
し
て
い
ま

す
。
平
成
鰯
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
、
松
之
山
中
学
校
大
規
模
改
造
事

業
も
昨
年
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
終
了
し
、

今
年
度
は
床
の
張
り
替
え
工
事
な
ど

の
一
部
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
逆
に
、
災
轡
復
照
費
は
萬
隼
度
と

比
べ
て
一
二
五
・
一
％
（
六
千
闘
酉

八
十
三
万
円
）
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
道
天
水
越
大
厳
寺
原
線

や
岡
じ
く
町
道
中
原
大
厳
寺
原
線
な

ど
の
災
審
復
暇
工
事
費
を
見
込
ん
だ

た
め
で
す
。

「華蔵7年度の会計別予算
＿

「
ー
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量
ー
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ー
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ー
…
…

32億1，200万円く△o．7％）

「搬会計
彙

i国民健康保険特別会計
1．事業勘定……2億9，902万円（△11．7％）

0．6％）・診療所勘定…3億2，191万円（

1．5％）

老人保健特別会計

　．……………一3億8，550万円（

簡易水道事業特甥会計

　　…一一…4億3，823万円（△58．2％）

下水道事業特別会計　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　ー…脛億8β25珊（4L8㌧

消防費亀goo朋
議会費5，275万円

蛍働費・その偬
　　　像，32透万円

麟その他
｛億

s，499フ5円

（4．8％）

災霧
笈1臼嚢
窪億

1，667万円
（3。6％）

一般会計予算の内訳

鐵商工費
窪億

6，肇06万需

（5．o％）

艦　衛
　生
　費
2憾

ち20曾万円
（6．＄％〉

鱗教
育
費

2憾

5，4斜万円
（7．e％〉

蟹戴蓼

士
木
費

4億

2ゆ鴻万円
（13．壕％）

民
生
費

4臆

2，349万円
（肇3．2％〉

今

総
務
費

その麹

8，450万円
（2．7％）

く8．3％〉

繰入金
繰越金
その絶
｛億

ア，3”潟組

（5．4％）

く一鰍9鬼〉

磁
2，541万鶏
（酷3．3毘）

錘

公
償
費

4億

書，8笛万円

（44．6％）

纒朧

農
林
水
産
業
費

5億

7，514万円
（η．9％）

び及
　
鮒

料
料
輔

鶏
数
↑

硬
手

（）は構成比
く　〉は挿び率

8，05ア万円

（2．5％）

町

債
雀億

8，700万円
（5．8％）

〈一23，§％〉

支国
出庫
金
～癒

8，758万円
（s、3％）

蘇

購
税

2億

3，98摩乃需

（ア．5％）

〈6．7％〉

〔コは依存財源

幽は自主財源

4憶

呂，33茄題
く瓢．2％）

〈フ．2％〉

纏麺i璽亜璽顕
一　　　　　　　　　　　　　　　i
　l農林水産業費　　i

県
支
出
金

地
方
交
付
税

喋フ億みOoo万潤

　　　（S5．壕％）

　　　〈5．3％〉

地方交付税
　全麗の帯町村間の税収入等は、地域により格

差が生じることは避けられません。そこでおな

じ標準で行政ができる財源の不足を補うための

ものです。

　財源には、所得税・法入税・瀬税などを一定

の基準により國から交磐されます。

　町　税
　皆さんから直接あるいは、間接的に納めてい

ただく税金です。町税の中には斑民税（個人分

法人分）、團定資産税、町たばこ税、入湯税、

軽輿動車税などが倉まれます。

　町　債
　学校や道蹄などの建設のように一時に多額の

経費を必要とするときに團や金融機関から借り

る儲入金です。この返済金が歳出の公債費紅な

り豪す。

i
ー
…
…
…
…
も
ー
ー
…
…
ー
－
ー
i
ー
…
ー
ー
…
｛

　く＝：》く笑〉

　雪60，29網

公債費

・釜

「時民葉人鶴使われるお釜

隠鴇1、総．・

一1 衛生費59，爆08円

　　　　　L
　＋索嚢

　　　　　肇30，479需

総務費佃，565円

…
ー
ー
ー
ー
ー
…
－

　
円
　
　
　
　
　
　
R

費
脚
　
　
　
　
”

『
糊
轟
獅

し　44・888円
　　　　消　防　費

も

む量鐘i課三塑
封ヨ環荘人狐3，588人）

　
㎜

　
鶴

　
㎜
　
皿
　
｛
　
…
ー
ー
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審
　
　
　
　
　
円
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8

　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
く

舞
，

鴻，850円

　　　　　（玉月

レ
　労働費・その飽

邸酬

1　3，6go角
し＿＿＿＿＿＿＿、＿一一一

3



ー
⑩
ゆ
田
1

4

住みよい豊かな

　町づくりのため
　　　平成7年度の主な事業
　際一一｝｝㎜㎜｝｝｝｝”㎜顎　　　　　「㎜㎜皿“蘭”｝｝…隅一

鵬総．務．．．．騒l　　i一般会謝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢㌔澤鑛灘　、騒　、灘灘灘無
　地域防雪体制の整備　　　　　　　　　“

　行政事務の効率化へ　　　　　澱甲、驚灘．、、

　遍麟地域活性化事業では、6月羅ヂた

んぽ」のシンポジュウムを醐催します。　　　撒．隙．．霧

簾欝慈糖観　嬢憩
ンピー外を導入し畿　　麗．，搬簿藥欝F
・地域防鱗麟事業（松之醐区）　鰻鱗一　＿磁

．遺錬地域活蕪叢∵灘難・醗
　　　　　　　　　　　i，066万湾

・住戻記録、印鑑登録等機械化整備事業

　　　　　　　　　　　　9三7万円

曝窟『．璽．』1嚢翻1◎曇☆華☆餐
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i　保健・医療の充実で
　　　　　　　　　　　　　　　　…

餓縫業鞠
　施設の整備・充実で

　農業の活性化を図る
　2月1こ設立した農業担い手公社や由菜

旅工施設整備事業などへ補動します。ま

た、昨痢こ引き続き亜浦勝駆営農飲雑

驚水施設事業に取り総みます昏

・牧場畜舎水道設備……………2¢0万円

・西浦懸地区営農飲雑胴水施設整備事業

　　　　　　　　　　……4，553万円

・農業灘生化維進対策事業（握い手公縫

　補助金など）　・・…協…蕊億7，885万沼

・森林地域総合整備事業（林道開設、舗

　装工事〉　一……一…三億至，路4万円

　人にやさしい纈糧教会づくξラのため、

町保健癒療編祉讃＾懸による各・種施策を積

極的に推進して行きます郁

・老人ディサービス運営事業委託料

　　　　　　　　　　　　2，554万円

・ショートステイ事業委託料…5婆7万円

・あったカ〉ネツトワーク推進事業補助金

　　　　　　　　　　　　　150万霧

・繧宅改造費補助金一一一絡o万円

・老人保護搭麗費・・一1億2，849万円

　健康づくりの指導と

　往みよい環境づくり
　各種検診の充実を図り、皆さんの健康

管理、指導に努めます。また、住みよい

環境づくりを鑑進します。

・成人病予防事業委託料……1，685万円

・結核予防等各種検診委託料一焉6万円

・合餅処理浄化槽設置補動金

　　　　　　　　　　　　　1，7護5万円

・津南地域衛生施設緯合負擾金

　　　　　　　　　　　　　5，116万円

購
．
．

’霊’嚢麹

　新たに観光施設係を

　　イベントで地域活性

　憂季のキャンプ場、冬季のスキー場な

ど観光施設をさらに充実するため、振興

課内に新たに観光施設係を設置しました。

また、地方産業膏成の貸し付けや観光イ

ベントで地域活性化を麹ります。

・地方産業育成資金貸付金

　　　　　　　　　　　　　600万円

・スキー場猛雪車整備事業（リース〉

　　　　　　　一・…・………700万円

・スキー場駐車場整備事業（50台分）

　　　　　　　……一…・1，200万円

弩．鷺蜘淵『閣■

撃
き

麗遽壁、騨／

紗

　　7鋳線で道賄整備を
　町営住宅の建築開始
　今隼度の驚道は、新設改良や特殊改良

など7諮線について実施します。また、

今年度から2力年で町営住宅（三〇戸分〉

を建築します。

・克雲住竃普及促進事業補励金

　　　　　　　………………颯o万鍔

競道峯畷改良工事一一3，三3筋円

・町道特殊改良工事（松代松之山線など

　3踏繍・一一一王｛葱，556万繕

・町営住宅建築事業・鷺一一…840万需

・違路除雲委託料…………　7，000万円

爵．欝鞭嚢’業潟

　上布川簡易水道の基本調登として、今

年度は水源地の調董を行います、また、

下水道の霧設工事にともない湯出簡易水

遂の一一部で配水管の辮設工事が行われま

す。

・上；布絹簡易水道基本調萱事業

　　　　　　　孕…………一200万円

・簡易水道配水管布設等工事費

　　　　　　　　・……一3，370万円

　
　
｝

ぐ
，
監
F
ミ
『
髪
、
ミ
呈
，
を
■
筆
臼
妬

ぬ｝騨榊齢…一梱か㎜㎜
　
鱗
月
一
臼
付
け
で
町
職
員
の
異
動

　

…
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
異
動
は
次
の
と

ハ

…
お
り
で
す
ゆ
な
お
、
退
職
管
二
名
、

ぼ

霧
採
墨
茗
で
す
．
ハ
丙
は
萌
任

ゆ
㎜
門
議
会
事
務
局
】

ハ
騨
▽
事
務
潟
長
蓑
久
保
田
雄
潤
（
建
設

皿…
諜
建
設
係
畏
…
昇
任
）

ゆ

｝
総
務
遜

れ

一
▽
行
政
係
慧
本
山
優
（
松
之
山
診
療

㎜一
断
臆
務
係
）

　

㎜
径
罠
謬

ハ一｝

▽
橿
祉
係
嚢
高
橋
広
助
（
総
務
諜
税

霧
係
）

ハ

桝
蓬
設
遜

ハ

㎜
▽
建
設
諜
長
§
滝
沢
難
彦
（
産
業
諜

ハ
｝
土
地
改
良
係
長
…
昇
任
）
▽
建
設
係

　
｝
長
嚢
草
栂
好
儒
（
水
道
室
下
水
道
係

ハ
㎜
長
）
㎜
〉
建
設
係
蓑
橿
原
諭
祐
（
振
興

醐
！
…

　心豊かな入の育成と

　生涯学習機会の提供
　中学校の大規模改遣工事は、今年の籏

工事で完了します．心豊かで躍動感あふ

れ，る！尼童・生徒の育成を目指し、いきい

蓉スクール事業に取り総みます。昨隼に

蟹き続き生涯学習推進計薩の策定や各種

教室、大会を行います。

・松之霞中学校大規模改造工事

　　　　　　　一………2，393万円

・いきいきスクールプ覆ジェクト推進事

　業一…一・一璽‘一一壷28王万需

・スクールバス運行i委託料…456万円

町
職
員
の
人
事
異
動

蹄鵜藤業潟
　今奪度の下水遵の本管霧設工事は、湯

山集会斯から松之山にかけて行われます。

また、湯山集落と松之山集落の一部で補

助管布設』工事もぞテわれます。昌乍年から建

設が進められている、浄化センターも今

隼度家紅完成の予建です喚

・下水道建設事業　・・一4億婆，206万湾

謙
企
顧
調
整
係
・
東
窟
事
務
斯
）

【
産
業
謬

▽
土
地
改
良
係
長
難
樋
籔
嬢
次
〈
産

業
誤
土
地
改
良
係
）
▽
土
地
改
湊
係

蓑
津
端
薫
（
産
業
謙
農
林
係
）
▽
農

林
係
・
農
業
握
い
手
公
社
派
遣
鋒
相

沢
恵
　
（
産
樂
課
農
林
係
）

【
振
興
謬

▽
観
光
施
設
係
長
巽
小
繊
一
成
（
振

興
諜
商
工
観
光
係
〉
▽
観
光
施
設
係

蓑
小
野
塚
秘
栄
（
松
之
山
診
療
漸
庶

務
係
）
▽
企
灘
調
整
係
・
東
憲
事
務

漸
彗
俊
藤
仁
（
総
務
謙
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ー
⑩
ゆ
田
1

4

住みよい豊かな

　町づくりのため
　　　平成7年度の主な事業
　際一一｝｝㎜㎜｝｝｝｝”㎜顎　　　　　「㎜㎜皿“蘭”｝｝…隅一

鵬総．務．．．．騒l　　i一般会謝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢㌔澤鑛灘　、騒　、灘灘灘無
　地域防雪体制の整備　　　　　　　　　“

　行政事務の効率化へ　　　　　澱甲、驚灘．、、

　遍麟地域活性化事業では、6月羅ヂた

んぽ」のシンポジュウムを醐催します。　　　撒．隙．．霧

簾欝慈糖観　嬢憩
ンピー外を導入し畿　　麗．，搬簿藥欝F
・地域防鱗麟事業（松之醐区）　鰻鱗一　＿磁

．遺錬地域活蕪叢∵灘難・醗
　　　　　　　　　　　i，066万湾

・住戻記録、印鑑登録等機械化整備事業

　　　　　　　　　　　　9三7万円

曝窟『．璽．』1嚢翻1◎曇☆華☆餐
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i　保健・医療の充実で
　　　　　　　　　　　　　　　　…

餓縫業鞠
　施設の整備・充実で

　農業の活性化を図る
　2月1こ設立した農業担い手公社や由菜

旅工施設整備事業などへ補動します。ま

た、昨痢こ引き続き亜浦勝駆営農飲雑

驚水施設事業に取り総みます昏

・牧場畜舎水道設備……………2¢0万円

・西浦懸地区営農飲雑胴水施設整備事業

　　　　　　　　　　……4，553万円

・農業灘生化維進対策事業（握い手公縫

　補助金など）　・・…協…蕊億7，885万沼

・森林地域総合整備事業（林道開設、舗

　装工事〉　一……一…三億至，路4万円

　人にやさしい纈糧教会づくξラのため、

町保健癒療編祉讃＾懸による各・種施策を積

極的に推進して行きます郁

・老人ディサービス運営事業委託料

　　　　　　　　　　　　2，554万円

・ショートステイ事業委託料…5婆7万円

・あったカ〉ネツトワーク推進事業補助金

　　　　　　　　　　　　　150万霧

・繧宅改造費補助金一一一絡o万円

・老人保護搭麗費・・一1億2，849万円

　健康づくりの指導と

　往みよい環境づくり
　各種検診の充実を図り、皆さんの健康

管理、指導に努めます。また、住みよい

環境づくりを鑑進します。

・成人病予防事業委託料……1，685万円

・結核予防等各種検診委託料一焉6万円

・合餅処理浄化槽設置補動金

　　　　　　　　　　　　　1，7護5万円

・津南地域衛生施設緯合負擾金

　　　　　　　　　　　　　5，116万円

購
．
．

’霊’嚢麹

　新たに観光施設係を

　　イベントで地域活性

　憂季のキャンプ場、冬季のスキー場な

ど観光施設をさらに充実するため、振興

課内に新たに観光施設係を設置しました。

また、地方産業膏成の貸し付けや観光イ

ベントで地域活性化を麹ります。

・地方産業育成資金貸付金

　　　　　　　　　　　　　600万円

・スキー場猛雪車整備事業（リース〉

　　　　　　　一・…・………700万円

・スキー場駐車場整備事業（50台分）

　　　　　　　……一…・1，200万円

弩．鷺蜘淵『閣■

撃
き

麗遽壁、騨／

紗

　　7鋳線で道賄整備を
　町営住宅の建築開始
　今隼度の驚道は、新設改良や特殊改良

など7諮線について実施します。また、

今年度から2力年で町営住宅（三〇戸分〉

を建築します。

・克雲住竃普及促進事業補励金

　　　　　　　………………颯o万鍔

競道峯畷改良工事一一3，三3筋円

・町道特殊改良工事（松代松之山線など

　3踏繍・一一一王｛葱，556万繕

・町営住宅建築事業・鷺一一…840万需

・違路除雲委託料…………　7，000万円

爵．欝鞭嚢’業潟

　上布川簡易水道の基本調登として、今

年度は水源地の調董を行います、また、

下水道の霧設工事にともない湯出簡易水

遂の一一部で配水管の辮設工事が行われま

す。

・上；布絹簡易水道基本調萱事業

　　　　　　　孕…………一200万円

・簡易水道配水管布設等工事費

　　　　　　　　・……一3，370万円
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　心豊かな入の育成と

　生涯学習機会の提供
　中学校の大規模改遣工事は、今年の籏

工事で完了します．心豊かで躍動感あふ

れ，る！尼童・生徒の育成を目指し、いきい

蓉スクール事業に取り総みます。昨隼に

蟹き続き生涯学習推進計薩の策定や各種

教室、大会を行います。

・松之霞中学校大規模改造工事

　　　　　　　一………2，393万円

・いきいきスクールプ覆ジェクト推進事

　業一…一・一璽‘一一壷28王万需

・スクールバス運行i委託料…456万円

町
職
員
の
人
事
異
動

蹄鵜藤業潟
　今奪度の下水遵の本管霧設工事は、湯

山集会斯から松之山にかけて行われます。

また、湯山集落と松之山集落の一部で補

助管布設』工事もぞテわれます。昌乍年から建

設が進められている、浄化センターも今

隼度家紅完成の予建です喚

・下水道建設事業　・・一4億婆，206万湾
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鰯騒鰯鰯灘麟麟鱗饗鰭鍵躍藤彊灘の鑑要施策

3、高齢者対策

7

や　　　　　　　　鱒 メ」　落く　鶯 ゼ7

王 敬　　老　　祝　　品 呂o歳以．ヒ
8臓以上祝品、88歳轡脇及ぴ概金、醗辮膿の贈呈

（保脊園晃のプレゼントあり）
9惣4爾

2礎』慰問

椀設入鰭

　及び寝たき

　り巻人

懸問金、態問品の贈罷

　　　　　　　　　　　　　　　　　詞

三2月2帽か

ら2膿　　　　　i

3 　　㎜高齢書スボーツ大会 60歳以上 ゲートボール、運動嚢の勧成
7騨旬「

4 高齢蕎いこいの場 60歳以上
保健鰯麺よる健康相談、座談会、ダンス教窯、手警教室な

どへの跡成

冬期閥「
　　　　　i

5
ビューティフル

　　　ふる里事業

新由老入

　クラブ
國遵脇の花壇の苗植え、華花の青成管理費鋤成

　　　　等4月三黛か
ら憩月31露

6 ク　リーン作戦助成 60歳以上
道踏、公共施設への琵籟え、年2懸の窒き儀拾い・溝掃 〃

7 老人クラプ補助 60歳以．上
町内老人クラブ運合会、町内犯老人クラプ、へき地老入ク

ラブ1
年　i　園

呂
蕩齢餐地域

　　　ふれあい事業
60歳以上 老人盤帯、ひとり暮うし老人などへ友愛訪問を背う 縫　　鋳

9 共岡浴場入浴助成
70歳未満の

全　臨　罠

孕
1
人 捻枚つづりの無料入浴券1冊贈呈 4　　　月

憩 無料入湯証の交付
70歳になっ

た翌月
購営温嬢センター、兎澱濾泉露業嵐鶏の無料入湯証を交鍾

n 住宅　改造動成
高齢者及び

身　障　者
盗活するに霞難な籔斯の改造工事費の1／2、50万限度

三2 シルバーアットホーム
おおむね

65歳以、ヒ

冬期間の共岡生灘こより、冬難聞の鶏の心配をなくす

月　5，09倉円
i2月～3月

玉3

給食サーピス 薦歳以上 昼食サービス
敬老の澱

三4 除　　雪　　援　　助
おおむね

65歳以、L

要援護撹帯紅除雪費を援助する　王万灘

積雲325c搬超は、2万円
年王回3月

王5 福　　祉　　　1i（｝番 全　町　罠 電請で相談に応じる 髄　　　瞬

16
高齢餐サーどス調整

チーム　殊遇検討部会

おおむね

65歳以上

適切なサーピスが提｛共され。るよう、総舎的な検討巳と調整を

行う

年　　間
毎月王翻

i7 介護蓄交流会

寝たきり者

などの介護

管

猶濾（王泊2臼〉または、欝帰りの集い

宿泊費は無料、交通費は実費
毎　　　無

i8
ゲート潔一ル場

　　　　整備補助
整備地区

ゲートボール場を整備した地区

ゲート潔一ヲレ場　　玉面　　5万需

整備した

　年度
三9 名　　老　　蟹　　選 70歳以上 名人芸や一・芸に秀でた方を認定し、顕彰する 隼壌覗薩

20
老人憩いの家 全　町　艮

温崇を備えた休養施設

60歳以上小中学蕊玉00円、一般200円購タ購30粥

2玉 訪　　問　　指　　導
寝たきり餐

などの家縫
保健婦による訪問指導など 髄　　　鋳

22 リハ　ビ　リ教室 60歳以上 保健婦などによる機能翻練 月　2　鐡

23 在宅歯科訪問診療 60歳以．ヒ 准宅寝たきり者の訪問纒科治療

24 心の健康づく　り 65歳以上 健康問題などのアンケート実施
毎　　　隼

25 健　　康　　相　　談 全　町　渓
総合検診の結果指導会、機能調練、健康教室、家庭訪闘、

冬顯講醗などで行う
縫　　　購

26 健　　康　　教　膏 全　町　罠
冬期講座、糖漂病予防教室、藩護教室、介護講座など鶏刊

紙毬たっしゃだかね誘発行

年　　　間

毎月三獺

　　名　　　　称　対象者

王　敬　　老　　祝　　品呂0歳以．ヒ

　　　　　　　　椀設入鰭

　　内

8臓以上祝品、88歳轡脇及ぴ概金、醗辮膿の贈呈

（保脊園晃のプレゼントあり）
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充
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
女
性
の
縫
会
参
繍
の
支
援
と

◎
女
性
の
社
会
参
煎
の
促
進
　
　
　
　
　

驚
璽
篠
縫
推
進
の
た
め
、
　
兜
保
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
充
実
臨
　
鱒
家
庭
に
お
け
る
子
轡

ー
，
ー
…
…
…
旨
ー
…
ー
き
ー
拳
義
ー
…
…
　
　
　
　
　
て
支
援
細
　
蝿
夫
婦
で
家
事
転
　
鴨
欝

最
重
点
事
業
　
　
　
児
雰
響
る
陰
ど
婁
蕎

…
ー
…
ー
ー
…
…
…
…
…
…
ー
…
ー
　
　
　
　
参
一
醐
の
社
禽
と
な
る
よ
う
啓
叢
し

①
地
域
社
会
に
お
け
る
住
畏
相
互
　
ま
す
。

　
の
支
援
体
謝
を
確
立
す
る
た
め
、
　
　
④
　
働
障
響
の
働
く
場
所
の
確
保
で

　
住
幾
参
撫
型
の
鱒
あ
っ
た
か
ネ
ッ
　
　
　
は
、
十
・
闘
購
経
済
圏
に
よ
る
授
産

　
ト
ワ
ー
ク
事
拳
ほ
取
り
組
み
、
　
　
施
設
の
建
設
に
仲
間
入
り
し
、
働

　
地
域
ぐ
る
み
で
独
り
暮
ら
し
老
人
　
　
　
く
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
．

（別表）

1、在宅福祉
松之山町の老入福祉施策

｝
　
｝
ま

2

3

名 称

ホームヘルプサービス

老人短鵜入所事業

デイサービス事業

　
　
　
　
　
｝ヤ

　
　
　
　
　
｝

4
　
　
｛
　
　
岬
b

鶏常生活絹具給付

　
｝
6

7

8

9

介護手当の支給

対象藩
』工

内

おおむね

醜世

身葎の介護、家事に関すること

など（利胴料1時聞　0～900円）

　　　　　　単成7鑑鍵！璽奮
季臼読助欝羅講るこ1阻翻

　　　　　　　　　希望する臼

　おおむね

　　6臓墜圭
　遜おむね

→6塞獲
一！　おおむね
　　65歳以．上

　65歳以上の

　寝たきり餐

　墾萱．

紙おむつなどの支給

荏宅介護機盟の貸与

温泉入浴サービス・

顧薦て酉納1蒋に必艶瀬万蹴2藝酵驚長
可能（利罵料1撫　2，090円）

』
特

殊翼吾1マツ蓉レス、車いザ、エテーマツートー、繋葱蓮報

装置塗ζ．／所得鑑さり、負握あ．り〉．．

生活指導、健康チェック、養護介護者教室、臼蕾動葎譲練、

送迎、入浴サービス、給食サービス

一律　ユカ月　20，000円

1カ月に満たない時は臼翻りとする

繍むね紙瀦つ、騰りパット（鵬により鯉あ！）〉
65歳以上．

モ
　
　
　

ド
　
し
オ
ヨ

・
蒔
…
g
　
時
．
月
月
…
月

　

る
・
　
　
9
3
㎜

　
．
　
す
　
　
　
　
　
㎜
月
　
　
、
　
、
．

　
、
望
、
　
　
㎜
給
月
月
㎜

ー
随
㎜
稽
㎜
随
㎜
支
6
B

毎

・
｝
ギ
｛
キ

㎝
蟹
望
　
、
へ
　
㎜
鰻
　
、

おおむね　　　　特殊寝台、マットレス、エアーマット、童いすなど
豊嚢以上．

，
ギ
…
｝

ふと一遍

おおむね

65歳墜

鐙
ホームヘルパーの派遺世帯に温泉を運び、入浴介護を行ラ

おおむね

鍾灘

ぷと兀1毛布、’マ’リトーレスξ2あ丸浅置・乾篠を行う

（婁，㈱縫限甦鎚）

随 時

ト
　ヘルパー

一す・派遺鱗

　n月年！回
眠L一＿『＿｝＿嚇鞍＿晶

ρ、　　　　　　　　　｝惚

名　　　　　称 薄　象　者 内　　　　　　　　　　　　　　　容 朗沼・掻

主
外国花嫁爾親等

　　　　渡舷費援動

花嫁の爾親

など

町内男性と婚姻し、購内に在注する外國籍の女性

（航空運賃の50％）
三人年

2、その他

ー
～
一

6

1
ト
の
創
1



I
o
o
口
創
1

8

■
事
業
紹
介
・
い
こ
い
の
場
■

　
町
で
は
、
健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

跡
つ
く
り
を
進
め
る
欝
襲
の
縫
墨
＼

お
年
寄
り
を
対
『
象
に
し
た
『
い
こ
い

の
場
恥
を
瀾
催
し
て
い
ま
協

　
い
こ
い
の
場
は
、
、
騨
成
．
．
罪
一
稽

か
ら
上
越
保
健
所
の
協
力
尋
得
な
が

ら
背
っ
て
い
濠
す
難
冬
場
は
家
に
こ

も
り
が
ち
な
お
年
窃
り
に
糧
い
こ
い

の
場
邸
へ
参
繊
し
て
も
ら
い
、
そ
こ

で
測
作
活
勲
を
や
っ
た
リ
ゲ
…
ム
で

身
捧
を
動
か
す
こ
と
で
楽
し
み
を
覚

え
、
明
る
く
い
つ
ま
で
も
長
焦
き
し

て
ほ
し
い
と
震
施
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
明
る
く
生
き
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
冬
も
　

一
鳩
か
ら
黒
月
濠
で

十
地
、
区
晒
、
計
二
十
囲
園
闘
催
し
ま
し

た
券
い
こ
い
の
蠣
に
は
、
保
健
婦
や

社
協
職
貴
、
公
撮
館
職
愚
が
出
嗣
く

ほ
か
、
町
内
の
各
分
野
か
ら
も
衛
識

蕎
を
招
く
な
ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
鄭

　
澱
乎
地
区
で
は
約
鴛
十
名
の
お
年

轟
り
が
参
艇
し
ま
し
た
。
七
、
蕉
焼
や

ぺ
室
パ
ー
フ
ラ
ワ
…
づ
く
り
、
そ
し
て

モ
ミ
細
薫
な
ど
の
創
作
濡
動
に
大
変

熱
心
に
取
り
緩
ん
で
い
ま
し
た
。
ど

　　筆

鞭

福原益太郎

　　　さん

　
い
こ
い
の
場
は
、
大
変
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
ザ
。
川
墨
地
区
で
は
、

以
薦
か
ら
彰
人
ク
ラ
ブ
で
こ
の
よ
う

な
纂
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で

も
、
著
人
ク
ラ
ブ
の
宏
、
長
さ
ん
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
．

　
以
鹸
に
は
、
男
嫉
が
か
っ
ぽ
う
善

を
来
て
葱
丁
を
携
ち
、
料
理
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
、

ズ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
、
ー
～
ー
ー
ー
ー
～
…
～
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
～

の
作
閣
り
見
慕
な
出
来
で
、
乱
加
し

デ
、
い
ヌ
、
．
ー
葛
ん
も
大
変
舷
き
醗
き
と

湧
勤
し
デ
、
t
ま
し
た
。

　
上
絹
夢
で
憶
話
役
を
お
顯
い
し
て

い
る
、
坂
下
の
禰
療
雛
太
郎
さ
ん
に

閥
い
．
、
蹄
い
の
場
　
の
お
謙
を
樹
っ
、
て

き
ま
し
た
。

…
…
…
…
　
　
　
　
…
…
－
5
　
　
　
5
－
　
i
戸
i
　
　
　
ー
、
ー
ノ

　
そ
の
後
、
役
場
か
ら
鰹
い
こ
い
の

場
鮎
の
譲
が
あ
っ
て
そ
れ
は
い
い
挙

　
だ
と
乗
り
気
に
な
り
、
親
蕉
に
い
た

　
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
五
年
闘

　
外
＼
あ
る
蒔
は
楽
し
く
あ
る
時
は
真

薦
目
な
内
容
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
を
大
変
楽
し

　
み
続
し
て
い
ま
す
。
触
れ
を
し
な
い

　
と
集
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心

　
灘
す
る
ん
で
す
が
、
み
ん
な
待
っ
て

　
て
来
て
く
れ
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
、

　
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
や

　
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
」

知って得する

　年金知識
XI

し一《蔦～一

d噂

）

第3号被保険者の届

出を忘れていた皆さ

レー一一一島

侮
／
～
裁
ソ
ー

　
灘
生
葎
金
や
共
済
組
禽
に
縮
入
し

て
い
る
醗
儒
春
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

轟
力
　
（
二
十
歳
以
上
バ
十
歳
轟
木
“
満
）
　
は

愚
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
絹
餓
が
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
保
険
料
納
付
済
期

闘
に
算
入
さ
れ
な
い
第
三
畢
被
保
険

餐
期
聞
の
あ
る
方
が
い
家
す
、

　
そ
の
た
め
、
老
齢
基
礎
驚
金
受
給

時
に
な
っ
て
、
低
い
額
の
年
金
し
か

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
そ
の

も
の
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
禽
を

考
慮
し
、
特
例
の
麟
出
が
認
め
ら
れ

豪
し
た
。

　
過
虫
の
未
儘
礁
で
あ
っ
た
第
三
響

被
保
険
巻
期
聞
に
つ
い
て
、
平
成
七

年
灘
月
か
ら
平
成
九
舘
三
月
ま
で
の

闇
に
特
鋼
の
履
出
を
行
え
ば
、
そ
の

糊
間
は
保
険
料
納
付
済
期
闘
と
し
て

算
入
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。
猫

趨
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
、

　
國
罠
年
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
役
場
の
園
罠
年
金
係
に
お

餓
軽
に
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
　
　
費
5
…
3
1
3
王
内
線
5
4

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

　
　
　
　
そ
こ
は
広
大
な
頸
城
平
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頸
城
村
発
）

　
平
成
九
難
五
月
、

越
後
湯
沢
駅
か
ら

糊
曜
ま
ノ
＼
美
／
、
豪
”

　
1
¢
　
　
れ
敦
　
　
壷
解
施

の
欝
…
カ
ル
列
車

に
、
築
り
込
ん
だ
。

ほ
と
ん
ど
が
ト
ン

ネ
ル
で
｝
聴
問
が

経
過
し
て
、
広
大
な
頸
城
平
野
が
規

わ
れ
た
．

　
噸
ト
、
、
く
塾
ル
を
抜
け
る
と
蕊
で
驚

名
な
小
説
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
眩
し

い
燐
世
界
に
劉
舞
し
た
感
じ
だ
。
こ

こ
は
大
池
駅
増
田
駅
（
そ
れ
ぞ
れ

仮
称
）
と
二
つ
の
駅
が
あ
る
頸
城
村

だ
、
大
漉
駅
近
く
に
は
三
欝
万
ト
ン

の
水
を
湛
え
大
池
・
小
漉
と
ム
ち
木

が
美
し
い
緑
の
噸
大
池
い
や
）
い
の
森
賑

が
あ
る
。
ま
た
、
糟
購
駅
は
置
要
地

方
道
新
井
・
締
騎
線
に
瀟
し
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
華
で
の
利
爆
餐
も
多
い
、

　
水
辺
と
緑
が
織
り
成
す
大
泄
い
こ

い
の
森
に
思
い
を
審
せ
大
池
駅
で
降

り
た
。
駅
か
ら
森
へ
と
伸
び
て
い
る

遊
歩
道
を
ゆ
つ
く
り
歩
い
て
い
く
と

立
ち
木
の
闘
か
ら
水
辺
が
冤
え
て
き

た
。
そ
の
ま
ま
歩
く
と
大
池
を
構
断

す
る
橋
が
あ
る
．
深
緑
色
の
水
、
そ

れ
を
取
り
顯
む
森
の
鮮
や
か
な
明
る

い
緑
酪
そ
こ
に
は
忘
れ
て
い
た
心
象

と
し
て
の
風
　
が
映
し
講
さ
れ
て
い

た
。　
橋
を
渡
る
と
木
を
曲
、
。
に
使
い
周

灘
の
自
然
と
マ
ツ
チ
し
た
ビ
ジ
タ
妻

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
頚

城
村
の
米
と
水
の
鰹
史
を
壇
間
箆
る

こ
と
が
で
き
ノ
資
料
館
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
カ
ヌ
ー
や
ボ
…
ト

梯
麓
い
た
艇
灘
や
泥
ん
こ
遊
び
が
で

き
る
施
設
も
あ
る
。
も
君
ろ
ん
キ
ャ

ン
プ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
簾
外
の
遊

び
は
纂
欠
か
せ
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と

訪
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

鑛

鶉

頸
城
村
ビ
ジ
タ
蓬
セ
ン
タ
馨
の
兜
成

予
想
図
で
す

懸
麟
鑛
灘
灘
◎

上
川
手
七
彩
グ
ル
ー
プ

　
撫
月
は
、
松
之
由
の
特
塵
と
し
て

嘆
七
菜
漉
鵠
を
舶
漂
・
販
売
し
て
い

る
烹
趨
手
の
セ
彩
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
登
場
で
す
。

…
グ
ル
垂
プ
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
の
は
、
昭
秘

六
ふ
ー
　
、
第
で
す
窃
　
緬
鵬
鶴
の
撫
朗
曲
騰
轟
莱
盤
離

に
村
撫
キ
ミ
。
賞
さ
ん
が
鞠
わ
が
家
の

味
と
香
㌦
紅
七
漿
獄
を
繊
瀬
し
、
そ

こ
で
鴬
ハ
を
い
た
だ
い
た
の
が
グ
ル
ー

プ
結
成
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
と

き
の
七
菜
澱
は
、
蕾
ど
お
り
の
渡
物

に
少
し
、
番
を
撫
え
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
側
か
ら
糧
も
う
少
し

手
を
糠
え
て
、
購
の
特
産
に
し
た
ら

ど
う
か
軸
と
の
詣
が
あ
り
、
普
及
断

の
指
灘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
硫
究
し
て
、
い
ま
の
七
菜
濱
と
な

り
ま
し
た
亭
平
威
三
無
度
に
は
、
農

協
中
央
会
農
産
物
撫
工
食
贔
欝
ン
ク

ー
ル
で
優
秀
欝
を
受
翼
し
家
し
た
。

ー
活
動
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
窺
在
、
㈱
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
め
か
ら
、
地
冗
で
採
れ
た
も
の
を

利
馬
し
て
穂
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
材
料
は
す
べ

て
自
蒙
製
の
野
菜
を
使
胴
し

て
い
ま
す
。
七
菜
潰
と
い
う

名
蔚
の
と
お
り
七
種
類
の
野

菜
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
．
そ

の
中
で
も
、
な
ま
す
瓜
が
特

色
で
都
会
の
方
に
奮
ば
れ
て

い
ま
す
。
材
料
は
、
秋
に
採

れ
た
野
菜
を
塩
渡
け
・
撫
黒

し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
蝿
七

菜
演
輪
を
作
る
に
は
、
材
料

も
着
く
て
い
い
も
の
を
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
．
錘
段
畑

を
翻
　
て
材
料
を
築
め
て
い

ま
す
⇔

大憩上越広での物産展に参撫（3／23）

　
出
荷
先
は
、
ゆ
き
ぐ
に
森
林
絹
合

で
す
、
そ
の
ほ
か
臓
、
物
産
展
な
ど

に
参
撫
し
、
販
売
レ
、
い
ま
す
．
い

ま
で
は
、
約
ニ
ト
ン
も
の
量
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

ー
大
変
な
二
と
や
曲
貰
労
す
る
こ
と
は

　
箸
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
添
撫
物

や
保
存
料
を
使
っ
て
い
癒
い
の
で
覆

持
ち
が
な
い
こ
と
で
す
。
特
産
品
と

し
て
癒
か
す
に
は
、
で
き
る
だ
け
添

掬
物
を
慎
絹
し
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
、
味
の
薇
で
も

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
と
思
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
縛
来
の
夢
は
、
地
允
の
松
之
撮
温

泉
や
跡
内
で
町
の
特
産
品
と
し
て
、

町
七
菜
津
が
飯
売
で
き
る
よ
う
紅

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
施
設
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
と
、
地
驚
の
も
の
を
利
絹
し

て
も
う
一
つ
伺
か
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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■
事
業
紹
介
・
い
こ
い
の
場
■

　
町
で
は
、
健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

跡
つ
く
り
を
進
め
る
欝
襲
の
縫
墨
＼

お
年
寄
り
を
対
『
象
に
し
た
『
い
こ
い

の
場
恥
を
瀾
催
し
て
い
ま
協

　
い
こ
い
の
場
は
、
、
騨
成
．
．
罪
一
稽

か
ら
上
越
保
健
所
の
協
力
尋
得
な
が

ら
背
っ
て
い
濠
す
難
冬
場
は
家
に
こ

も
り
が
ち
な
お
年
窃
り
に
糧
い
こ
い

の
場
邸
へ
参
繊
し
て
も
ら
い
、
そ
こ

で
測
作
活
勲
を
や
っ
た
リ
ゲ
…
ム
で

身
捧
を
動
か
す
こ
と
で
楽
し
み
を
覚

え
、
明
る
く
い
つ
ま
で
も
長
焦
き
し

て
ほ
し
い
と
震
施
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
明
る
く
生
き
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
の
冬
も
　

一
鳩
か
ら
黒
月
濠
で

十
地
、
区
晒
、
計
二
十
囲
園
闘
催
し
ま
し

た
券
い
こ
い
の
蠣
に
は
、
保
健
婦
や

社
協
職
貴
、
公
撮
館
職
愚
が
出
嗣
く

ほ
か
、
町
内
の
各
分
野
か
ら
も
衛
識

蕎
を
招
く
な
ど
盛
り
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
鄭

　
澱
乎
地
区
で
は
約
鴛
十
名
の
お
年

轟
り
が
参
艇
し
ま
し
た
。
七
、
蕉
焼
や

ぺ
室
パ
ー
フ
ラ
ワ
…
づ
く
り
、
そ
し
て

モ
ミ
細
薫
な
ど
の
創
作
濡
動
に
大
変

熱
心
に
取
り
緩
ん
で
い
ま
し
た
。
ど

　　筆

鞭

福原益太郎

　　　さん

　
い
こ
い
の
場
は
、
大
変
い
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
ザ
。
川
墨
地
区
で
は
、

以
薦
か
ら
彰
人
ク
ラ
ブ
で
こ
の
よ
う

な
纂
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で

も
、
著
人
ク
ラ
ブ
の
宏
、
長
さ
ん
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
．

　
以
鹸
に
は
、
男
嫉
が
か
っ
ぽ
う
善

を
来
て
葱
丁
を
携
ち
、
料
理
を
や
っ

た
こ
と
が
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
、

ズ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
i
、
ー
～
ー
ー
ー
ー
～
…
～
ー
ー
ー
ー
ー
～
ー
ー
ー
～

の
作
閣
り
見
慕
な
出
来
で
、
乱
加
し

デ
、
い
ヌ
、
．
ー
葛
ん
も
大
変
舷
き
醗
き
と

湧
勤
し
デ
、
t
ま
し
た
。

　
上
絹
夢
で
憶
話
役
を
お
顯
い
し
て

い
る
、
坂
下
の
禰
療
雛
太
郎
さ
ん
に

閥
い
．
、
蹄
い
の
場
　
の
お
謙
を
樹
っ
、
て

き
ま
し
た
。

…
…
…
…
　
　
　
　
…
…
－
5
　
　
　
5
－
　
i
戸
i
　
　
　
ー
、
ー
ノ

　
そ
の
後
、
役
場
か
ら
鰹
い
こ
い
の

場
鮎
の
譲
が
あ
っ
て
そ
れ
は
い
い
挙

　
だ
と
乗
り
気
に
な
り
、
親
蕉
に
い
た

　
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
五
年
闘

　
外
＼
あ
る
蒔
は
楽
し
く
あ
る
時
は
真

薦
目
な
内
容
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
お
年
寄
り
は
、
こ
れ
を
大
変
楽
し

　
み
続
し
て
い
ま
す
。
触
れ
を
し
な
い

　
と
集
ま
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心

　
灘
す
る
ん
で
す
が
、
み
ん
な
待
っ
て

　
て
来
て
く
れ
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
、

　
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
取
り
入
れ
て
や

　
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
」

知って得する

　年金知識
XI

し一《蔦～一

d噂

）

第3号被保険者の届

出を忘れていた皆さ

レー一一一島

侮
／
～
裁
ソ
ー

　
灘
生
葎
金
や
共
済
組
禽
に
縮
入
し

て
い
る
醗
儒
春
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

轟
力
　
（
二
十
歳
以
上
バ
十
歳
轟
木
“
満
）
　
は

愚
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
絹
餓
が
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
保
険
料
納
付
済
期

闘
に
算
入
さ
れ
な
い
第
三
畢
被
保
険

餐
期
聞
の
あ
る
方
が
い
家
す
、

　
そ
の
た
め
、
老
齢
基
礎
驚
金
受
給

時
に
な
っ
て
、
低
い
額
の
年
金
し
か

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
そ
の

も
の
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
禽
を

考
慮
し
、
特
例
の
麟
出
が
認
め
ら
れ

豪
し
た
。

　
過
虫
の
未
儘
礁
で
あ
っ
た
第
三
響

被
保
険
巻
期
聞
に
つ
い
て
、
平
成
七

年
灘
月
か
ら
平
成
九
舘
三
月
ま
で
の

闇
に
特
鋼
の
履
出
を
行
え
ば
、
そ
の

糊
間
は
保
険
料
納
付
済
期
闘
と
し
て

算
入
さ
れ
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
年
金
で
す
。
猫

趨
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
、

　
國
罠
年
金
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
役
場
の
園
罠
年
金
係
に
お

餓
軽
に
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
　
　
費
5
…
3
1
3
王
内
線
5
4

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と

　
　
　
　
そ
こ
は
広
大
な
頸
城
平
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頸
城
村
発
）

　
平
成
九
難
五
月
、

越
後
湯
沢
駅
か
ら

糊
曜
ま
ノ
＼
美
／
、
豪
”

　
1
¢
　
　
れ
敦
　
　
壷
解
施

の
欝
…
カ
ル
列
車

に
、
築
り
込
ん
だ
。

ほ
と
ん
ど
が
ト
ン

ネ
ル
で
｝
聴
問
が

経
過
し
て
、
広
大
な
頸
城
平
野
が
規

わ
れ
た
．

　
噸
ト
、
、
く
塾
ル
を
抜
け
る
と
蕊
で
驚

名
な
小
説
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
眩
し

い
燐
世
界
に
劉
舞
し
た
感
じ
だ
。
こ

こ
は
大
池
駅
増
田
駅
（
そ
れ
ぞ
れ

仮
称
）
と
二
つ
の
駅
が
あ
る
頸
城
村

だ
、
大
漉
駅
近
く
に
は
三
欝
万
ト
ン

の
水
を
湛
え
大
池
・
小
漉
と
ム
ち
木

が
美
し
い
緑
の
噸
大
池
い
や
）
い
の
森
賑

が
あ
る
。
ま
た
、
糟
購
駅
は
置
要
地

方
道
新
井
・
締
騎
線
に
瀟
し
た
と
こ

ろ
に
あ
り
、
華
で
の
利
爆
餐
も
多
い
、

　
水
辺
と
緑
が
織
り
成
す
大
泄
い
こ

い
の
森
に
思
い
を
審
せ
大
池
駅
で
降

り
た
。
駅
か
ら
森
へ
と
伸
び
て
い
る

遊
歩
道
を
ゆ
つ
く
り
歩
い
て
い
く
と

立
ち
木
の
闘
か
ら
水
辺
が
冤
え
て
き

た
。
そ
の
ま
ま
歩
く
と
大
池
を
構
断

す
る
橋
が
あ
る
．
深
緑
色
の
水
、
そ

れ
を
取
り
顯
む
森
の
鮮
や
か
な
明
る

い
緑
酪
そ
こ
に
は
忘
れ
て
い
た
心
象

と
し
て
の
風
　
が
映
し
講
さ
れ
て
い

た
。　
橋
を
渡
る
と
木
を
曲
、
。
に
使
い
周

灘
の
自
然
と
マ
ツ
チ
し
た
ビ
ジ
タ
妻

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
頚

城
村
の
米
と
水
の
鰹
史
を
壇
間
箆
る

こ
と
が
で
き
ノ
資
料
館
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
カ
ヌ
ー
や
ボ
…
ト

梯
麓
い
た
艇
灘
や
泥
ん
こ
遊
び
が
で

き
る
施
設
も
あ
る
。
も
君
ろ
ん
キ
ャ

ン
プ
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
簾
外
の
遊

び
は
纂
欠
か
せ
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と

訪
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
。

鑛

鶉

頸
城
村
ビ
ジ
タ
蓬
セ
ン
タ
馨
の
兜
成

予
想
図
で
す

懸
麟
鑛
灘
灘
◎

上
川
手
七
彩
グ
ル
ー
プ

　
撫
月
は
、
松
之
由
の
特
塵
と
し
て

嘆
七
菜
漉
鵠
を
舶
漂
・
販
売
し
て
い

る
烹
趨
手
の
セ
彩
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
登
場
で
す
。

…
グ
ル
垂
プ
を
紹
介
く
だ
さ
い

　
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
の
は
、
昭
秘

六
ふ
ー
　
、
第
で
す
窃
　
緬
鵬
鶴
の
撫
朗
曲
騰
轟
莱
盤
離

に
村
撫
キ
ミ
。
賞
さ
ん
が
鞠
わ
が
家
の

味
と
香
㌦
紅
七
漿
獄
を
繊
瀬
し
、
そ

こ
で
鴬
ハ
を
い
た
だ
い
た
の
が
グ
ル
ー

プ
結
成
の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
と

き
の
七
菜
澱
は
、
蕾
ど
お
り
の
渡
物

に
少
し
、
番
を
撫
え
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
側
か
ら
糧
も
う
少
し

手
を
糠
え
て
、
購
の
特
産
に
し
た
ら

ど
う
か
軸
と
の
詣
が
あ
り
、
普
及
断

の
指
灘
を
い
た
だ
き
な
が
ら
い
ろ
い

ろ
硫
究
し
て
、
い
ま
の
七
菜
濱
と
な

り
ま
し
た
亭
平
威
三
無
度
に
は
、
農

協
中
央
会
農
産
物
撫
工
食
贔
欝
ン
ク

ー
ル
で
優
秀
欝
を
受
翼
し
家
し
た
。

ー
活
動
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
窺
在
、
㈱
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
め
か
ら
、
地
冗
で
採
れ
た
も
の
を

利
馬
し
て
穂
か
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
材
料
は
す
べ

て
自
蒙
製
の
野
菜
を
使
胴
し

て
い
ま
す
。
七
菜
潰
と
い
う

名
蔚
の
と
お
り
七
種
類
の
野

菜
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
．
そ

の
中
で
も
、
な
ま
す
瓜
が
特

色
で
都
会
の
方
に
奮
ば
れ
て

い
ま
す
。
材
料
は
、
秋
に
採

れ
た
野
菜
を
塩
渡
け
・
撫
黒

し
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
蝿
七

菜
演
輪
を
作
る
に
は
、
材
料

も
着
く
て
い
い
も
の
を
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
．
錘
段
畑

を
翻
　
て
材
料
を
築
め
て
い

ま
す
⇔

大憩上越広での物産展に参撫（3／23）

　
出
荷
先
は
、
ゆ
き
ぐ
に
森
林
絹
合

で
す
、
そ
の
ほ
か
臓
、
物
産
展
な
ど

に
参
撫
し
、
販
売
レ
、
い
ま
す
．
い

ま
で
は
、
約
ニ
ト
ン
も
の
量
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

ー
大
変
な
二
と
や
曲
貰
労
す
る
こ
と
は

　
箸
労
し
て
い
る
こ
と
は
、
添
撫
物

や
保
存
料
を
使
っ
て
い
癒
い
の
で
覆

持
ち
が
な
い
こ
と
で
す
。
特
産
品
と

し
て
癒
か
す
に
は
、
で
き
る
だ
け
添

掬
物
を
慎
絹
し
た
く
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
、
味
の
薇
で
も

ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
と
思
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
縛
来
の
夢
は
、
地
允
の
松
之
撮
温

泉
や
跡
内
で
町
の
特
産
品
と
し
て
、

町
七
菜
津
が
飯
売
で
き
る
よ
う
紅

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
し
っ

か
り
と
し
た
施
設
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
そ
れ
と
、
地
驚
の
も
の
を
利
絹
し

て
も
う
一
つ
伺
か
作
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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、
一
縁
二
十
六
繕
、
松
之
山
漏
眼
ス
キ
ー
場
㎜
、
第
十

二
翰
ス
キ
…
カ
ー
ニ
ベ
ル
が
行
わ
れ
象
し
た
．

　
叙
影
の
闘
滋
は
、
　
．
日
光
江
戸
村
乎
供
忍
者
シ
鷺

ー
、
一
、
忍
暫
姿
の
お
兄
さ
ん
の
軽
快
な
ア
ク
鉱
．
ゾ
塑
、
ノ
や

畢
供
た
ち
も
滲
加
し
て
の
ス
テ
み
と
急
ー
に
、
会
占

汁
』
　
「
あ
ん
ぼ
』
　
慨
，
コ
シ
ヒ
カ
け
・
お
に
ぎ
り
し
な
ど

地
元
の
味
が
飛
ぶ
よ
う
ー
冗
れ
て
い
ま
し
た
．
、
豪
た
、

無
料
サ
…
ビ
ス
の
テ
ン
ト
荊
で
も
，
甘
、
漉
」
や
｝
と

ん
汁
汀
に
長
い
行
粥
が
で
瞭
て
い
濠
し
た
。

　
ゲ
レ
』
・
ノ
ヂ
で
は
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
ア
ル
。
ヘ
ン
大
’
会
が

ニ

ユ
　

フ
　
　
し
ヤ
　
　
　
ヲ
ヤ

場
か
ら
大
き
な
狛
艶
と
歓
溝
が
薫
が
っ
て
い
ま
し
た
。
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
ス
テ
；
ジ
前
に
は
今
年
か
ら
「
味
の
麗
台
村
猛
と
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

名
、
剛
　
、
ζ
え
た
特
設
テ
、
ノ
ト
が
並
び
、
　
「
け
ん
ち
ん
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
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竣
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食
べ
て
遊
ん
で
大
盛
況
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十
二
回
ス
キ
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カ
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ニ
バ
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粛

百
五
十
名
の
鵯
嘩
率
が
タ
イ
ノ
冨
競
い

合
い
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
鍛
後
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
大
勢
の
人
た
ち
が
こ
の
…
賑
夕
．
楽

し
ん
、
・
い
ま
し
た
仰

茎
幅』

元
気
い
つ
ぱ
い
に
競
技

　
三
省
地
獲
冬
季
体
力
づ
く
り
大
会

　
　
一
縁
十
九
鷺
の
午
後
、
瀬
一
雀
小
学
校
の
グ
ラ

　
ン
ド
で
、
、
、
憲
地
区
冬
．
季
体
力
づ
く
り
大
会
が
あ
り

　
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
保
蕎
園
兇
か
ら
お
俸
寄
り

　
ま
で
大
勢
の
地
域
住
艮
が
参
撫
し
で
、
に
ぎ
や
か
に

　
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
種
目
に
は
、
「
イ
カ
つ
り
競
箏
し
や
「
ボ
ー
ル

　
送
り
競
争
」
な
ど
気
軽
に
搬
加
鴨
、
き
、
楽
し
み
な

　
が
ら
体
力
づ
ノ
リ
で
薫
a
も
の
が
馨
く
、
硲
援
腐

　
か
ら
の
大
き
　
　
ー
援
に
元
、
蟻
い
っ
ぱ
い
競
技
が
行

　
わ
れ
て
い
ま
し
た
．
ど
の
種
穏
に
も
た
く
さ
ん
の

　
欝
婁
澱
が
用
轡
願
心
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
笑
顔
φ
、
い
っ
ば

　
い
で
し
た
。
ま
た
、
体
鷺
餓
に
は
暖
っ
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か
い
「
と

皿
い
ま
し
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汁
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れ
て
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っ
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い
食
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て
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都
市
と
農
村
の
交
流
が
大
切

門
町
づ
く
り
塾
」
研
修
会
を
開
催

　
黒
月
↑
一
撚
、
町
自
然
休
養
村
欝
理
セ
ン
ダ
；

で
「
町
づ
く
り
敦
．
」
硲
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

こ
の
研
修
会
は
薫
責
城
郡
公
斑
館
連
絡
会
識
が
主

催
し
た
あ
で
、
農
業
を
通
じ
て
地
域
の
濡
性
化

や
町
づ
く
り
・
環
境
保
全
が
図
れ
な
い
か
を
考
・
マ
～

て
み
よ
う
と
、
郡
内
の
農
業
従
籔
察
ど
約
弧
＋

名
が
命
叉
．
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
農
林
水
産
省
大
距
官
、
罵
調
癒
専

鱒
募
秘
泉
轟
先
鉱
の
．
E
U
の
ヂ
ィ
カ
ッ
ブ

リ
ン
グ
政
策
か
ら
顧
本
の
脇
嚢
を
考
、
え
る
」
ン
｝
題

し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秘
衆
先
生
は
講
演

の
中
で
、
農
業
サ
イ
ド
の
振
興
と
』
、
、
．
都
南
ン
）

農
村
の
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
行
く
こ
レ
｝
が
大

切
だ
し
と
話
さ
れ
ま
し
た
乃
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な
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舎
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出
が
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ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
卒
園
式
や
卒
業
式

　
鷺
鴛
は
、
卒
叢
の
シ
ー
ズ
ン
。
町

内
の
保
膏
．
継
や
学
校
で
も
、

や
卒
誕
式
が
行
わ
れ
、
獅
た
な
旅
へ

と
灘
那
z
つ
て
μ
鞍
き
藪
し
た
勇

　
一
。
｝
月
一
薦
、
安
塚
、
隅
校
松
之
庸
分

校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
。
籍
黒
校
、
叢

か
ら
卒
業
甕
、
十
瓜
名
（
竪
磨
十
六

私
、
女
子
十
穴
名
）
の
…
人
一
人
に

．，鱒㌔瀦蝋搬謙　　　　　　 蝋睾

職
撫
翠

，
叢疑
馨

力強く誉辞を述べる佐藤鴛
　　　　　　　　　（安塚高校松之由分校

卒
鞭
畢
、
蕪
羅
が
聾
渡
審
れ
家
し
た
ゆ

　
卒
叢
試
を
代
蓑
し
ゲ
＼
佐
藤
龍
治

懸
が
晒
、
卒
粟
後
も
今
家
で
以
上
に
演

違
を
大
切
に
し
、
－
、
、
　
、
人
一
人

す
ば
や
し
い
人
焦
を
築
ノ
＼
こ
と
を
乎
、

い
ま
蕊
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
．
卒
撒
隻
の
う
ち
獺
名
が
購
内

の
企
灘
、
な
ど
ほ
就
職
し
ま
し
た
．

　
．
…
擁
八
雛
、
松
之
由
中
学
校
、
卒

簸
式
が
行
わ
れ
、
鷺
十
七
名
ハ
勇
シ

セ
七
名
、
女
卦
一
、
計
名
〉
が
参
業
し

濠
し
た
、
武
典
の
あ
．
と
、
校
血
豊
剛
に

は
窪
校
窒
や
教
職
興
が
並
び
、
諾
翼

を
撮
（
．
た
り
握
野
し
た
り
し
ザ
、
溺
れ

を
轍
し
ん
で
い
窪
し
た
。

　
　
月
、
十
臨
瞬
、
町
内
の
小
．
．
虻
校

校禽莇で在校生，に送られ　　聯黙醐騰麟慰脳幽継縣　．　　一　一
轄をあとにす碑業生在搬の楚雄貞手で送棟騨難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松之出小掌校〉
　　　　　（松之山中掌校）

で
一
欝
紅
卒
饗
式
が
背
わ
れ
ま
し
た
囎

　
松
之
撫
小
掌
校
で
も
午
麟
十
簸
か

ら
式
典
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
の
劉
れ

の
、
．
…
集
で
は
、
　
六
蕉
－
閣
凹
の
小
噺
牽
校
生

活
の
楽
し
い
思
い
患
や
中
学
校
趨
活

へ
の
籍
た
な
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
．

蔦
叢
セ
は
、
筏
校
舞
や
襲
．
欝
の
大
き

な
抽
響
に
送
　
れ
て
噛
．
磨
禽
を
あ
と
に

1人1人に修了証籔と瀞ほうぴが渡さ
れました（松里保欝斯〉

し
濠
し
た
。
鑓
内
の
小
掌
｝

校
の
卒
業
生
は
、
男
子
牽

八
名
、
女
子
二
十
一
名
の

計
三
牽
九
名
で
し
た
。

　
：
拷
…
卦
菰
雛
、
松
璽

保
欝
所
の
卒
醐
式
が
あ
り
、
、

断
蓬
か
ら
岬
人
一
人
に
修

了
証
霧
と
ご
ほ
う
び
が
渡
一

さ
れ
ま
し
た
。
鋳
内
の
凶

つ
の
保
畜
斯
の
卒
圏
兜
は
、

全
興
で
二
十
照
名
で
し
た
。

くり運動の…つとして1フ

霞運動」をi翼施しています

9家族12名の皆さんが玉○（）

した1。達成1者紅は藁からi

記念錨が贈られました，

とおりです．　／敬称酪〉

）保坂鼠雄1松1鵡保坂

　　　　　騰田）石塚美

　　　　子・嵐圏啓三1

　　　　之島｝竹内鉄孝

　　　　　トヨ鷹闘蜘
　　　　　カツ　啓　スミ　　〔新

　　　　重野進（下籔瀧

　　　　編原キヨ〔坪嚢

　　　　銭藤撹子1坪勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
フ

ア

　
漁
撫
認
　
　
　
　
綾
澱
湯
　
．
摩
濾
）
｝
｝

フ
す
O
O
．
－
　
　
　
　
〔
孝
毒
新
池
野
野

　町民の体力つくリ

ミ！ト体操鱒0霞運

　平1戎6年度も9家

運動を達成しました

定語」、町から記念

　達成餐は次のとお

武滋篤〔松之鱒保

詑
二
　
，
歯
｛

櫨趨

、
湾

　
由
地
に
癒
え
る
落
葉
小
轟
木
．
春

畢
く
・
藥
が
翻
か
な
い
う
書
に
花
が

淡
く
。
花
弁
は
嘆
枚
で
、
ね
じ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
　
”
満
作
ガ
の
懲
で
脇
．

作
と
岡
様
、
穀
物
が
豊
か
に
実
る
こ

と
を
い
い
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲

か
せ
る
、
　
（
松
之
山
の
樋
物
よ
穆
）

　
…
禍
再
半
ば
、
塞
だ
ヌ
ー
ト
ル
の

横
蟹
が
あ
る
中
で
、
こ
の
花
は
咲
い

て
い
た
．
　
「
ま
だ
、
翠
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
し
と
思
わ
ず
声
募
、
か
け
た
／
、
な

っ
た
。
で
も
、
こ
の
蒔
期
に
は
必
、
ず
・

咲
く
と
い
う
。
露
然
っ
て
す
ご
い
。

マルバマンサク
　　（マンサク科）
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、
一
縁
二
十
六
繕
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松
之
山
漏
眼
ス
キ
ー
場
㎜
、
第
十

二
翰
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…
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ー
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が
行
わ
れ
象
し
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．
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．
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．
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滲
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地
元
の
味
が
飛
ぶ
よ
う
ー
冗
れ
て
い
ま
し
た
．
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。
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狛
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が
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門
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づ
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塾
」
研
修
会
を
開
催

　
黒
月
↑
一
撚
、
町
自
然
休
養
村
欝
理
セ
ン
ダ
；

で
「
町
づ
く
り
敦
．
」
硲
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

こ
の
研
修
会
は
薫
責
城
郡
公
斑
館
連
絡
会
識
が
主

催
し
た
あ
で
、
農
業
を
通
じ
て
地
域
の
濡
性
化

や
町
づ
く
り
・
環
境
保
全
が
図
れ
な
い
か
を
考
・
マ
～

て
み
よ
う
と
、
郡
内
の
農
業
従
籔
察
ど
約
弧
＋

名
が
命
叉
．
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
農
林
水
産
省
大
距
官
、
罵
調
癒
専

鱒
募
秘
泉
轟
先
鉱
の
．
E
U
の
ヂ
ィ
カ
ッ
ブ

リ
ン
グ
政
策
か
ら
顧
本
の
脇
嚢
を
考
、
え
る
」
ン
｝
題

し
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秘
衆
先
生
は
講
演

の
中
で
、
農
業
サ
イ
ド
の
振
興
と
』
、
、
．
都
南
ン
）

農
村
の
交
流
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
行
く
こ
レ
｝
が
大

切
だ
し
と
話
さ
れ
ま
し
た
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧

拶

豪
な
び
や

学
舎
は
思
い
出
が
い
つ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
で
卒
園
式
や
卒
業
式

　
鷺
鴛
は
、
卒
叢
の
シ
ー
ズ
ン
。
町

内
の
保
膏
．
継
や
学
校
で
も
、

や
卒
誕
式
が
行
わ
れ
、
獅
た
な
旅
へ

と
灘
那
z
つ
て
μ
鞍
き
藪
し
た
勇

　
一
。
｝
月
一
薦
、
安
塚
、
隅
校
松
之
庸
分

校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
。
籍
黒
校
、
叢

か
ら
卒
業
甕
、
十
瓜
名
（
竪
磨
十
六

私
、
女
子
十
穴
名
）
の
…
人
一
人
に

．，鱒㌔瀦蝋搬謙　　　　　　 蝋睾

職
撫
翠

，
叢疑
馨

力強く誉辞を述べる佐藤鴛
　　　　　　　　　（安塚高校松之由分校

卒
鞭
畢
、
蕪
羅
が
聾
渡
審
れ
家
し
た
ゆ

　
卒
叢
試
を
代
蓑
し
ゲ
＼
佐
藤
龍
治

懸
が
晒
、
卒
粟
後
も
今
家
で
以
上
に
演

違
を
大
切
に
し
、
－
、
、
　
、
人
一
人

す
ば
や
し
い
人
焦
を
築
ノ
＼
こ
と
を
乎
、

い
ま
蕊
と
力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま

し
た
．
卒
撒
隻
の
う
ち
獺
名
が
購
内

の
企
灘
、
な
ど
ほ
就
職
し
ま
し
た
．

　
．
…
擁
八
雛
、
松
之
由
中
学
校
、
卒

簸
式
が
行
わ
れ
、
鷺
十
七
名
ハ
勇
シ

セ
七
名
、
女
卦
一
、
計
名
〉
が
参
業
し

濠
し
た
、
武
典
の
あ
．
と
、
校
血
豊
剛
に

は
窪
校
窒
や
教
職
興
が
並
び
、
諾
翼

を
撮
（
．
た
り
握
野
し
た
り
し
ザ
、
溺
れ

を
轍
し
ん
で
い
窪
し
た
。

　
　
月
、
十
臨
瞬
、
町
内
の
小
．
．
虻
校

校禽莇で在校生，に送られ　　聯黙醐騰麟慰脳幽継縣　．　　一　一
轄をあとにす碑業生在搬の楚雄貞手で送棟騨難
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松之出小掌校〉
　　　　　（松之山中掌校）

で
一
欝
紅
卒
饗
式
が
背
わ
れ
ま
し
た
囎

　
松
之
撫
小
掌
校
で
も
午
麟
十
簸
か

ら
式
典
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
の
劉
れ

の
、
．
…
集
で
は
、
　
六
蕉
－
閣
凹
の
小
噺
牽
校
生

活
の
楽
し
い
思
い
患
や
中
学
校
趨
活

へ
の
籍
た
な
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
．

蔦
叢
セ
は
、
筏
校
舞
や
襲
．
欝
の
大
き

な
抽
響
に
送
　
れ
て
噛
．
磨
禽
を
あ
と
に

1人1人に修了証籔と瀞ほうぴが渡さ
れました（松里保欝斯〉

し
濠
し
た
。
鑓
内
の
小
掌
｝

校
の
卒
業
生
は
、
男
子
牽

八
名
、
女
子
二
十
一
名
の

計
三
牽
九
名
で
し
た
。

　
：
拷
…
卦
菰
雛
、
松
璽

保
欝
所
の
卒
醐
式
が
あ
り
、
、

断
蓬
か
ら
岬
人
一
人
に
修

了
証
霧
と
ご
ほ
う
び
が
渡
一

さ
れ
ま
し
た
。
鋳
内
の
凶

つ
の
保
畜
斯
の
卒
圏
兜
は
、

全
興
で
二
十
照
名
で
し
た
。

くり運動の…つとして1フ

霞運動」をi翼施しています

9家族12名の皆さんが玉○（）

した1。達成1者紅は藁からi

記念錨が贈られました，

とおりです．　／敬称酪〉

）保坂鼠雄1松1鵡保坂

　　　　　騰田）石塚美

　　　　子・嵐圏啓三1

　　　　之島｝竹内鉄孝

　　　　　トヨ鷹闘蜘
　　　　　カツ　啓　スミ　　〔新

　　　　重野進（下籔瀧

　　　　編原キヨ〔坪嚢

　　　　銭藤撹子1坪勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
フ

ア

　
漁
撫
認
　
　
　
　
綾
澱
湯
　
．
摩
濾
）
｝
｝

フ
す
O
O
．
－
　
　
　
　
〔
孝
毒
新
池
野
野

　町民の体力つくリ

ミ！ト体操鱒0霞運

　平1戎6年度も9家

運動を達成しました

定語」、町から記念

　達成餐は次のとお

武滋篤〔松之鱒保

詑
二
　
，
歯
｛

櫨趨

、
湾

　
由
地
に
癒
え
る
落
葉
小
轟
木
．
春

畢
く
・
藥
が
翻
か
な
い
う
書
に
花
が

淡
く
。
花
弁
は
嘆
枚
で
、
ね
じ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
　
”
満
作
ガ
の
懲
で
脇
．

作
と
岡
様
、
穀
物
が
豊
か
に
実
る
こ

と
を
い
い
、
枝
い
っ
ぱ
い
に
花
を
咲

か
せ
る
、
　
（
松
之
山
の
樋
物
よ
穆
）

　
…
禍
再
半
ば
、
塞
だ
ヌ
ー
ト
ル
の

横
蟹
が
あ
る
中
で
、
こ
の
花
は
咲
い

て
い
た
．
　
「
ま
だ
、
翠
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
し
と
思
わ
ず
声
募
、
か
け
た
／
、
な

っ
た
。
で
も
、
こ
の
蒔
期
に
は
必
、
ず
・

咲
く
と
い
う
。
露
然
っ
て
す
ご
い
。

マルバマンサク
　　（マンサク科）

俗名　シシワライ

μ



ー
O
Φ
創
1

イ2

豪醐購購裳翼燕魍

繊墾『機鱒縫鞘獲湊麺　馨毯覇墾巻蓉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

事
業
内
容
㍗
％

　
皐
春
の
大
厳
寺
高
漂
で
、
熱
い
戦

い
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▼
期
臼
　
4
月
賂
露
（
β
）

▼
購
間
　
牟
葡
8
時
3
0
分
～
年
後
2
時

▼
問
合
　
松
之
出
町
公
罠
館

　
新
潟
県
内
の
蕩
校
生
に
よ
る
今
シ

ー
ズ
ン
最
後
の
ス
キ
ー
大
会
の
ク
禦

ス
カ
ン
ト
リ
ー
種
目
が
大
厳
寺
蕩
原

で
闘
催
さ
れ
ま
す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
蕩
獄
ク
鷲
ス
カ
ン

　
　
　
　
ト
リ
ー
ス
キ
ー
瀞
書
ス

▼
鯛
臼
4
月
葺
呂
㈲
～
欝
臼
㈱

　
冬
朗
間
闘
館
し
て
い
た
松
之
山
購

畏
族
資
料
館
を
開
館
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

平
成
6
年
度
の
総
入
館
麿
数
は
鰯
人

で
し
た
、
今
年
慶
も
ご
利
罵
下
さ
い
心

▼
闘
館
澱
　
4
月
鰺
臼
（
鷺
）

▼
闘
館
時
閥
　
午
蔚
9
時
～
年
後
5
縛

▼
入
館
料
　
大
人
謝
円
　
小
人
獅
円

▼
連
絡
　
砂
2
5
5
9
…
6
…
2
G
4
1

　
上
越
教
鷺
大
掌
か
ら
藩
弾
彌
叫
売

生
〈
松
之
山
町
小
谷
出
身
〉
を
運
え
、

盗
涯
学
習
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
闘

催
し
ま
す
。
参
加
は
霞
由
で
す
の
で
、

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
集
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
期
臼

▼
時
間

▼
会
場

▼
講
緬

▼
演
題

4
月
2
7
日
（
本
〉

午
後
1
時
30
分
～
3
時
3
α
分

休
養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

蒋
井
彌
岬
先
生
（
上
教
大
）

門
生
涯
学
翌
推
進
の
意
義
し

籍ゑ
　
今
年
も
5
0
名
の
著
春
が
成
人
式
を

む
か
え
ま
す
。

　
現
在
、
往
町
の
新
成
人
が
中
心
と

な
っ
て
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
縄

織
さ
れ
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
新
成
人
の
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を

、
祝
禰
し
ま
し
ょ
う
．

▼
期
臼
　
5
月
3
鷺
（
水
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抽　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ　，　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　ρ　い、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i納　“　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』戸、　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌦ド　ー〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　、　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　航　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』へ　　今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　ノ凸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「｝、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「～げ　厘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩酔単　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　へず　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈　　A’　　　　　　　　　　　　　　　　7“　　μ》　　　　　　　　　　　　　　”　　隅A　　　　　　　　　　　　　”｝　、A　　’　　　　　　　　　　　　納　向、　　　｝、　　　　　　　　　　い、〆　　　　　　w　’　　　　　　　　“　ヘレ　　　　　　　　ロ｝μ　　　　　　吟　　　　　　酊ぜ　　　　　一　　　　　一　一　、　　　　四　　r　　　詠r　r　　萬，　￥　酬　！、

灘
緩
灘
箋
雛
鐵
難
躍
雛
灘
灘
灘
饗
蕪
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
焦
け
花
教
窒

O
歴
吏
教
室

　
郷
土
の
歴
史
を
探
訪
し
窪
す
、

　
講
議
の
飽
、
史
跡
探
訪
バ
ス
族
行

も
案
施
し
壕
す
。

　▼

期
間
　
5
～
U
月
（
月
三
鐡
）

　
▼
対
象
　
｝
｛
般

O
ク
ロ
ー
バ
羅
教
霊

　
外
國
人
花
嫁
さ
ん
を
潟
象
と
し

　
た
撮
本
語
教
蜜
で
す
。

　
▼
講
魎
　
村
山
悦
央
先
生

　
▼
期
間
　
4
～
3
月

　
▼
時
間
　
毎
週
火
曜
牟
後
8
蒔
～

　
　
　
　
9
時
3
0
分

　
▼
対
象
　
外
國
入
花
嫁

　
※
4
月
爲
臼
（
火
）
よ
り
闘
始

o
朗
読
教
蜜

　
　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
欝
を

　
出
す
衷
環
濡
動
を
楽
し
ん
で
み
濠

　
し
ょ
う
ρ

▼
講
舗

▼
期
間

▼
蒔
間

▼
対
象

吉
規
鰯
晦
先
盗

4
～
3
月
（
月
｝
“
園
〉

午
後
7
時
30
分
～
9
時

30
分
小
学
生
～
｝
般

　
　
※
4
月
鍛
鷺
（
金
）
よ
り
闘
始

　
o
霞
然
体
験
教
室

　
　
　
郷
土
の
自
然
に
触
れ
る
活
動
を

　
　
通
し
て
、
郷
土
紅
鰐
す
る
愛
着
心

　
　
を
高
め
ま
す
。

　
　
▼
期
間
　
5
～
U
月
（
第
3
臼
曜
籔
）

　
　
▼
対
象
小
掌
蕊
窺
子

　
　
※
5
月
瓢
臼
よ
り
踊
嬬

嚇脚W一
～
　
｝

　
身
近
か
な
山
野
箪
を
使
ぞ
生
…

け
花
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
講
頷
　
柳
則
子
先
隻

　
▼
期
間
　
6
月
鴛
角
（
月
一
園
）

▼
時
問
午
後
8
時
～
憩
鋳

▼
対
象
　
｝
般

　
※
6
月
6
臼
（
火
）
よ
り
醐
始

o
に
こ
に
こ
教
蜜
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
子
麿
て
の
基
本
や
覇
の
あ
9
方
㎜

に
つ
い
て
楽
し
く
警
穿
．
一

　
▽
期
間
　
5
～
鶏
月
（
第
2
水
曜
㎜

　
　
　
　
臼
）

　
▼
時
閥
　
午
藩
9
時
～
難
蒔
　
　
　
｝

▼
対
象
保
育
所
入
欝
鶏
爆

　
　
　
　
及
び
親
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
※
5
月
1
0
臼
小
水
）
よ
り
開
始

O
親
子
映
園
の
タ
ベ

　
迫
力
あ
る
大
瀬
薦
で
、
親
子
そ

　
ろ
っ
て
映
醐
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

▽
朗
閣
5
～
難
爆
（
第
2
土
曜

　
　
　
　
β
〉

　
▼
時
間
　
牟
後
7
聴
3
な
分
～
9
蒋

　
　
　
　
3
0
分

　
き
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
・
ジ
欝
ギ
ン
グ
教
蟹

　
　
・
少
奪
野
球
教
豊

　
　
三
テ
ス
挙
ツ
警
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
▼
対
象
　
親
子
、
一
般
　
　
　
　
　
岬

※
5
月
捻
臼
（
土
）
よ
り
騨
始
　
　
蟹

O
ス
潔
ー
ツ
教
塞
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
霊
で
、
す
て
　
～

▼
種
目
　
　
　
　
　
　
　
皿

　一㎜一

生涯学習講演会
　上越教畜大掌から蒋井彌一教授（教

畜行政学　松之由町小谷嵩身）をお還

えし、生涯学翌講演会を開催します。

主1こ生涯掌習推進会議の委舞が対象で

すが、一般の方の参舶も大歓迎です。

レ講演テー一マ

　「生灌学習推進の意義」

レ莫脳平成7隼4月2照（木）

レ時間　午後三130～3130

レ会場　休養村センター大会議室

簿かやつてみぷ

黛
β心

叉
β
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G》　　　《》　　　l　　Q　　　　　　峯　　　　　　　　｝　　　　　　　　｝　　　　　　　　曇

生涯学習：コーナー

生涯学習ってなあに？

　生灘学習なんていわれると、な毒こか難しいことのよう1こ思う方

もあるかもしれませんね．家た、学校での勉強が終わったのに、

なんで生涯にわたって学ぶ必要があるんだなんて思う方もあるか

もしれません。

　いえいえ、生涯学習ってそんな特甥なものではないのです。要

する1こ、みなさん一人一人が生きがいのある充実した生活を送る

ために、自分の考えと臼分のやり方で生灘を通じて鵠分かむおこ

なっていく学習のことなのです。したがって、だれからも強麟さ

れることはなく、　「いつでも」　ヂどこでも」　「だれでも」おこな

っていいわけです。

　したがって、　「今霧でわからなかったことがわかるよう紅なっ

た藷とか「以蔚よウもう濠くできるようになった」ということは

すべて生涯学翌といっていい¢）です．皆さんの毎鷺の生活¢）中に

も、こういった経験は頻繁にあるのではないでしょうか。しかし

それ．を意識しているか、いないかは大きな違いがあるのですG

　欝分が楽しめたり、釘ち込めたりできるものを持ち、それを惹

識している人は、人盤が輝いています。素購らしい伸闘がたくさ

入、できます尊そして、そんな入が購にいっぱいになれ・ば、購が輝

いてきます．

　そんな縫会の実環をめざして、購では生涯学習の推進を積極的

に行っていきます．
．」

　
天
水
由
の
駆
も
と
に
広
が

る
㏄
㎞
の
革
原
、
大
厳
寺
．
簡

獄
、
あ
ざ
や
か
な
緑
が
讐
吹

き
出
す
と
自
然
は
い
っ
せ
い

に
麗
を
さ
ま
し
、
野
蕉
た
ち

は
そ
よ
ぐ
風
と
と
も
に
歌
い

踊
り
ま
す
。

　
す
き
と
お
る
風
景
の
中
で

心
の
洗
濯
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
．〔

ば
ー
ど
が
ー
で
ん
〕

Q
収
容
入
数
　
宿
泊
護
o
焔

O
瀦
窯
6
室
、
洋
室
4
蜜

○
浴
塞
（
男
・
女
）

o
会
議
室

O
食
鴬
、
あ
や
め
」

籍
禦
魑

O
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

〔
キ
ャ
ン
プ
捲
7
～
8
月

O
フ
ァ
イ
ヤ
｝
サ
ー
ク
ル
給

O
炊
事
場
㈹
O
ト
イ
レ
㈹
○
バ

ー
ベ
キ
訊
ー
炉
㈹
　
O
駐
車
場

O
チ
ビ
ッ
コ
｛
仏
場
　
○
バ
ン
ガ
ロ
ー

⑤
　
○
管
理
棟

〔
野
外
施
設
〕

o
テ
ニ
ス
び
ー
ト
　
○
萬
蒲
園

○
釣
り
堀
　
O
懲
然
探
索
遊
歩
道

O　学校体青館及び町罠体育館を定期的

　ば利絹したい懸体は、利絹串請書によ

　り許驚を受けてください。

　　申講書は公昆館にあります。

　利罵者調整会議を4月下旬に持ちま

　すので、4月21霞までに申請してく

　ださい貸

（〉　雪滴えとともに、購艮グラウンド及

　びテニスコートが使期できるようにな

　ります。盤涯スポーツの一環としてご

　濡罵ください。

　利穰の際は公民館に声をかけてくだ

　さい。
r一鞘㎜心！
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大
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熱
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す
。

▼
会
場
　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
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▼
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（
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）
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購
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3
0
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松
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蕩
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シ
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。

▼
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▼
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朗
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を
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館
い
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ま
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平
成
6
年
度
の
総
入
館
麿
数
は
鰯
人

で
し
た
、
今
年
慶
も
ご
利
罵
下
さ
い
心

▼
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館
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4
月
鰺
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鷺
）

▼
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館
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午
蔚
9
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加
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、

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
集
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
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臼
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今
年
も
5
0
名
の
著
春
が
成
人
式
を

む
か
え
ま
す
。

　
現
在
、
往
町
の
新
成
人
が
中
心
と

な
っ
て
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が
縄

織
さ
れ
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
新
成
人
の
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を

、
祝
禰
し
ま
し
ょ
う
．

▼
期
臼
　
5
月
3
鷺
（
水
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　享　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抽　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ　，　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い、　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　ρ　い、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i納　“　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』戸、　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌦ド　ー〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　、　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　航　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』へ　　今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w　ノ凸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「｝、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「～げ　厘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩酔単　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　へず　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈　　A’　　　　　　　　　　　　　　　　7“　　μ》　　　　　　　　　　　　　　”　　隅A　　　　　　　　　　　　　”｝　、A　　’　　　　　　　　　　　　納　向、　　　｝、　　　　　　　　　　い、〆　　　　　　w　’　　　　　　　　“　ヘレ　　　　　　　　ロ｝μ　　　　　　吟　　　　　　酊ぜ　　　　　一　　　　　一　一　、　　　　四　　r　　　詠r　r　　萬，　￥　酬　！、

灘
緩
灘
箋
雛
鐵
難
躍
雛
灘
灘
灘
饗
蕪
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
焦
け
花
教
窒

O
歴
吏
教
室

　
郷
土
の
歴
史
を
探
訪
し
窪
す
、

　
講
議
の
飽
、
史
跡
探
訪
バ
ス
族
行

も
案
施
し
壕
す
。

　▼
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）

　
▼
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般
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教
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國
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▼
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月
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分
～
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）
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で
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　一㎜一

生涯学習講演会
　上越教畜大掌から蒋井彌一教授（教

畜行政学　松之由町小谷嵩身）をお還

えし、生涯学翌講演会を開催します。

主1こ生涯掌習推進会議の委舞が対象で

すが、一般の方の参舶も大歓迎です。

レ講演テー一マ

　「生灌学習推進の意義」

レ莫脳平成7隼4月2照（木）

レ時間　午後三130～3130

レ会場　休養村センター大会議室

簿かやつてみぷ
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生涯学習：コーナー

生涯学習ってなあに？

　生灘学習なんていわれると、な毒こか難しいことのよう1こ思う方

もあるかもしれませんね．家た、学校での勉強が終わったのに、

なんで生涯にわたって学ぶ必要があるんだなんて思う方もあるか

もしれません。

　いえいえ、生涯学習ってそんな特甥なものではないのです。要

する1こ、みなさん一人一人が生きがいのある充実した生活を送る

ために、自分の考えと臼分のやり方で生灘を通じて鵠分かむおこ

なっていく学習のことなのです。したがって、だれからも強麟さ

れることはなく、　「いつでも」　ヂどこでも」　「だれでも」おこな

っていいわけです。

　したがって、　「今霧でわからなかったことがわかるよう紅なっ

た藷とか「以蔚よウもう濠くできるようになった」ということは

すべて生涯学翌といっていい¢）です．皆さんの毎鷺の生活¢）中に

も、こういった経験は頻繁にあるのではないでしょうか。しかし

それ．を意識しているか、いないかは大きな違いがあるのですG

　欝分が楽しめたり、釘ち込めたりできるものを持ち、それを惹

識している人は、人盤が輝いています。素購らしい伸闘がたくさ

入、できます尊そして、そんな入が購にいっぱいになれ・ば、購が輝

いてきます．

　そんな縫会の実環をめざして、購では生涯学習の推進を積極的

に行っていきます．
．」

　
天
水
由
の
駆
も
と
に
広
が

る
㏄
㎞
の
革
原
、
大
厳
寺
．
簡

獄
、
あ
ざ
や
か
な
緑
が
讐
吹

き
出
す
と
自
然
は
い
っ
せ
い

に
麗
を
さ
ま
し
、
野
蕉
た
ち

は
そ
よ
ぐ
風
と
と
も
に
歌
い

踊
り
ま
す
。

　
す
き
と
お
る
風
景
の
中
で

心
の
洗
濯
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
．〔

ば
ー
ど
が
ー
で
ん
〕

Q
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容
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数
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O
瀦
窯
6
室
、
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4
蜜

○
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男
・
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）

o
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室

O
食
鴬
、
あ
や
め
」

籍
禦
魑

O
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

〔
キ
ャ
ン
プ
捲
7
～
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月

O
フ
ァ
イ
ヤ
｝
サ
ー
ク
ル
給

O
炊
事
場
㈹
O
ト
イ
レ
㈹
○
バ

ー
ベ
キ
訊
ー
炉
㈹
　
O
駐
車
場

O
チ
ビ
ッ
コ
｛
仏
場
　
○
バ
ン
ガ
ロ
ー

⑤
　
○
管
理
棟

〔
野
外
施
設
〕

o
テ
ニ
ス
び
ー
ト
　
○
萬
蒲
園

○
釣
り
堀
　
O
懲
然
探
索
遊
歩
道

O　学校体青館及び町罠体育館を定期的

　ば利絹したい懸体は、利絹串請書によ

　り許驚を受けてください。

　　申講書は公昆館にあります。

　利罵者調整会議を4月下旬に持ちま

　すので、4月21霞までに申請してく

　ださい貸

（〉　雪滴えとともに、購艮グラウンド及

　びテニスコートが使期できるようにな

　ります。盤涯スポーツの一環としてご

　濡罵ください。

　利穰の際は公民館に声をかけてくだ

　さい。
r一鞘㎜心！
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国
渓
健
康
保
険
係

　
出
稼
ぎ
か
ら
お
帰
り
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
だ
。

　
出
稼
ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
た
方
は
、
事
業
漸
が
発
行
す

る
離
脱
証
明
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

役
場
窓
口
で
國
民
健
康
保
険
の
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
ロ

　
ま
た
、
⑱
の
保
険
証
を
持
っ
て
行

か
れ
た
方
は
、
灘
急
役
場
に
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る
時
は
、

月
に
一
鐡
必
ず
保
険
証
を
箆
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
稼
ぎ
か
ら

お
帰
り
に
な
り
、
新
し
い
保
険
証
に

な
っ
た
ら
鷹
療
機
関
窓
鶯
に
提
添
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
証
が
変
わ
っ
て
も
、

ま
だ
覇
し
い
保
険
証
が
手
元
に
届
か

な
い
場
合
も
、
そ
の
旨
を
緩
療
機
関

に
購
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た
り
、

保
険
証
を
贋
療
機
関
へ
提
承
し
な
い

と
、
そ
の
後
の
緩
療
費
が
全
額
自
己

負
担
と
な
っ
た
り
、
轟
重
に
講
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分

に
ご
濾
意
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　
役
場
　
図
畏
健
康
保
険
係

　
岱
6
－
3
玉
3
1
内
線
5
6

労
働
保
険
の
隼
度
更
新
の

手
続
き
は
早
め
に

　
　
十
β
町
労
働
基
準
監
督
署

　
労
働
保
険
の
奪
度
更
新
の
手
続
き

は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
購
皆
欝

の
提
出
と
保
険
料
の
納
付
は
、
今
年

度
は
5
月
焉
臼
（
月
）
が
朔
限
で
す
。

　
ま
だ
、
お
済
み
で
な
い
方
は
お
畢

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
労
働
基
準
監
督

署
に
お
懇
ね
く
だ
さ
い
ゆ

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
絹
す
る

　
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労
災

　
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
掴
入
手

　
続
き
が
必
要
で
す
。

《
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い
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せ
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欝
購
労
働
基
準
髄
督
署
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『
恨
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購
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蕩
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雪
滴
え
と
と
も
ほ
、
外
で
の
仕
事
が
多
く
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
ぴ

　
籏
年
柚
れ
草
焼
き
、
焚
火
が
原
霞
の
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
外
で
の
火
の
取
り
扱
い
に
は
、
次
の
こ

と
に
漉
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
な
き
び

①
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
を
し
な
い
．

②
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

③
野
焼
き
を
す
る
と
き
は
、
火
が
広
が
ら
な
い
よ
う

　
に
区
爾
を
す
る
。

④
水
バ
ケ
ツ
な
ど
消
化
の
準
備
を
す
る
。
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開催します松之出町で

第3回安吾大学
◇鶏　臼平成7年5穣2臼㈱
◇蒔　　問　弟後2購開場　年後2蒔30分闘演

◇会　　場　松之矯町昆体膏館

⇔企画構成　テーマ窪文学のふるさと涛

　　　　　①墓調講演　講晦：寺由　修撮（函家縫乍家｝

　　　　　　餐後2聴35分～肇後3聴35分

　　　　　②公麗座談会

　　　　　　肇後3蒋45分～隼後5詩45分

　　　　　　パネリスト：新舞　満氏（作家〉

　　　　　　　　　　　　坂口綱男氏（フォト・グラファー）

　　　　　　　　　　　　斑　　修撮（蔑家・繹家）

　　　　　　　　　　　　緯出政光氏（松之出聴長〉

　　　　　　進行1若月忠信氏く安吾珊究家）

　　　　　③交流会　ギ後6蒔30分～午後8聴OO分

⇔料　　金入場無料

＜〉霊　　催　松之撫購　松老出安吾の会

◇協　　力　安吾の会　新津安吾の会

⇔奮薩舗侮　文化現場

＜〉事務局松之滋購役場振興課賄

　　　　　　　　　商工観光係盈6－3ユ31

　　　　　　新潟事務局（文化現場〉

　　　　　　　　　容025（270〉0昏44

　
　
　
東
京
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
報
よ
り

　
　
　
　
三
月
十
鷺
、
　
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

匪　　
　
リ
ズ
ム
推
進
交
流
金
」
紅
参
癩
、
参

　
　
　
撫
鞍
の
中
紅
は
、
松
之
由
の
貸
戻
家

團
を
難
購
雛
ぞ
り

圃
叢
　
松
毫
繋
ん

囲　　
　
ぽ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
し
の
講
演
を
お
願

　
　
　
い
す
る
、

固　　
　
　
黒
月
二
十
二
欝
、
松
之
由
の
観
光

　
　
　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
謬
先
を
ま
わ
り
補

園園團
充
す
る
。

　
三
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二
十
七
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「
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鋳
村
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鎌
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所
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オ

リ
ベ
ッ
テ
ィ
㈱
に
て
「
地
域
づ
く
り

と
マ
ル
チ
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ヂ
ィ
ア
㌧
と
題
し
て
砥

修
会
が
あ
っ
た
。

　
三
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潟
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。
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田
、
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蜂
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問
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ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
し
の
パ
ネ
ラ
ー
を
お
願
い
し
、

お
引
き
受
け
い
た
だ
く
。

　
さ
て
、
雛
年
難
月
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ら
東
東
纂
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所
の
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容
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郊
ら
せ
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
今
園
で
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の
報
省

は
最
後
と
な
り
濠
し
た
壕
｝
年
闘
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い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1一等の．二熱灘驚1懲
1手数料が．欝、公驚、踊麓の閲覧欝　　　　　　1

変わ鱗ます訟簿・公文欝の謄本・抄本勲は図麟のコ昨麟　　1
　　　　　　　　　　・公文書の再交付　i件　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　．その纏地灘、羅2灘で欝3醐、土地灘・家1
　　　　　　　　　　　麗蘇瀦すごと脚円醐搬オt、－S，・㈱蝦度・1

＿一一、一一一濃灘鷹鷺饗製難、一一、、、、一、！
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嚇
麟箏
｛
⑳

ラ
。
。
。

アイ

濯
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嵐
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雪
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遠
⑤
鯵
気

嚥
3
菰

○
　
聲夢

浅！

，

捻（（

働
唱

俳

ま
つ
の
や
ま

句

　
こ
の
世
に
も

雪
深
き
暮
地
に
道
つ
く
彼
岸
か
な

こ
の
轡
に
も
あ
り
し
地
獄
や
寒
波
来
る

薄
麟
を
跳
ん
で
消
え
た
り
う
か
れ
猫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ウ
け

雪
君
を
の
せ
て
少
女
の
長
瞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
た
ろ
　

読
み
か
け
の
万
葉
集
載
す
春
燈
燵

ひ
ね
ゑ
ろ
あ
　
　
　
　
　
　
　
む
せ

人
磨
忌
寝
酒
に
噸
ぶ
こ
と
の
あ
り

　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
　
俊
一
　
（
栄
屋
）

文
芸

o

繋参瀞．
し　　　茅．底

馨議㌧毒懇

鞭蒙鰭

◎
皆
さ
ん
の
ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
毎
月
器
β
ま
で
に

　
お
送
り
い
た
だ
い
た
も
の
を
褐
載
し
ま
す
。

ηフ

犬の登録制度が
　　　　　　　　変わりました

　狂犬病予防法の一部改正で、生後91臼以上の犬の登

録は終生i回となりました，　（平成7隼4月1臼から〉

①　毎隼行うこととされていた犬の登録は、未登録の

　犬を取得したときのみ登録することとなりました。

②犬の死亡や犬の漸崔地が変わったときなど、その

　たびごとに飼い主は驚役場へ属け繊をしなければな

りません。屈け出を行わなかった場合は罰せられます。

③　平成6年度に犬を登録していた方も、平成7年4

　月王臼から30日以内に登録をしなければなりません。

☆　狂犬病予防渡射は、従来どおり毎年ま籔受けなけ

　ればなりません。

☆　犬の鑑札と狂犬病予防注財済票は、必ず犬の首輪

につけていなけ濾なりません・上越保獅

．
轄
“

▼一
曾」
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犬の登録制度が
　　　　　　　　変わりました

　狂犬病予防法の一部改正で、生後91臼以上の犬の登

録は終生i回となりました，　（平成7隼4月1臼から〉

①　毎隼行うこととされていた犬の登録は、未登録の

　犬を取得したときのみ登録することとなりました。

②犬の死亡や犬の漸崔地が変わったときなど、その

　たびごとに飼い主は驚役場へ属け繊をしなければな

りません。屈け出を行わなかった場合は罰せられます。

③　平成6年度に犬を登録していた方も、平成7年4

　月王臼から30日以内に登録をしなければなりません。

☆　狂犬病予防渡射は、従来どおり毎年ま籔受けなけ

　ればなりません。

☆　犬の鑑札と狂犬病予防注財済票は、必ず犬の首輪

につけていなけ濾なりません・上越保獅

．
轄
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臨騒鰯今月号のぺ一ジ囲騒灘
　「EM菌（ポカシ〉」って何……………2～3

蕎校飽が見た松之由の将来……一・…・4～5

お弁当の配達闘始、先生の紹介………6～7

ガンバレ！膏春、わが家の人覧管……8～9

わだし》．フォト、飽涯掌習だより一一・。10～13

お餓らせ、ぼくの絵・わたしの絵……14～16

　町社会福祉協議会では、魂月三8臼から毎月一園第3火曜顕に、

一人で生活しているお年寄りや体の不自密な方などを対象にお昼

のお弁当を配達するサービスをはじめました。

　お年寄りからも好評で、また醍膳・配達の斌ランティアのみな

さんからも参加してよかったとの毒が聞かれました。

温蒙建然留
h 1温泉センター1翠の湯

呵茄：llI

5月

璽5

1”・25115・31

駄
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魂

＿團圏團團＿
rおめ寳箆鰯齢
　　　　　　　　　　　　（1生年月蕪D
懐愈粧，やん　出犀畠』平・まゆみさん

　　　　新山（倉の下）7・3・8
拓亀ちゃん　渡辺政で，霧・澱子さん

　　　　　東宙（谷）　　ア・3・17
　※住長．嫉餐毒鰻事務処理要項ノ…部改斑に1彗三い、

　今舅零から惹栖は省醸し、ます茸

お《寧欽蹴》　　　（死亡朝臼）
志賀八十吉さん　　76歳

　　　　　松篇（嘉助）7・3・1
小野塚峰雄さ入、　69歳
　　　　　天水島（峰　）7・3・iO
横羅　照政さ入．　88歳
　　　　　湯　山（不老閣）7・3・22
江欝　フジさん　　7，歳

　　　　　嘗根（富田麗）7・3・23
※3月Uヨから31Elまでの編出分です。
※広報に載せてほしくない方は、羅出のとき

に窓【コにお話しください。
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　　　4月葺ヨ現姦
総人口3，552人（一28）

男至，726人（一16）

女1，826入←一工2〉

～

世帯数1，166戸（…13〉
（〉槻肋比較／
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